
⼤飯発電所原⼦⼒防災訓練における
問題点・課題等の整理
（訓練3週間後面談）

２０２１年１２月

原子力事業本部 安全・防災グループ

大飯発電所 安全・防災室
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

はじめに（問題・課題を整理）

社内アンケート・評価による気づき
（発電所）

社内アンケート・評価による気づき
（本店対策本部）

パンチリスト

重点実施項目の検証結果
（本店対策本部）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

Ｄ：改善策の実施

Ｐ：昨年度訓練検証に基づく改善計画

Ａ：検証を踏まえた改善

Ｃ：課題の整理、抽出

社外評価・視察結果

②問題・課題を整理

実
施
済
み

訓練項目別の実施評価

③重要度の高い課題を抽出

④原因分析

⑤原因分析を結果を
踏まえた対策

①コメント等に対して課題
の有無を検討
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【本店対策本部（若狭）】
①定期的な情報整理時間（クールタイム）の確保

問題点・課題の抽出結果

問題・課題の有無

本店 大飯ＰＳ

訓練項目別の実施評価 無 － 無 －

社内アンケート、社内評価 無 － 有 ②

無 － 無 －

パンチリスト 有 ① 無 －

重点実施項目の検証結果 無 － 無 －

社内アンケート・評価による気づき

パンチリスト

訓練項目別の実施評価

社外評価・視察結果

重点実施項目

課題の深堀を実施（スライド３、４）

【発電所対策本部（大飯）】
②ユニット指揮者ブースの事故対応能力改善に向けた環境の構築

課題の深堀を実施（スライド５）
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

（問題）
プラント状況・戦略・進展予測など必要

な情報は共有出来ていた。しかしながら、
事業者側からの一方的な情報提供とな
る場面が見受けられた。また、リエゾン
からの説明時間を確保することが出来
ていなかった。これらの点に関して、ERC
プラント班との円滑なコミュニケーション
が十分に出来ているとは言い難い部分
があった。

（現状の例）

（あるべき姿）（課題）
社内マニュアルでは、情報が錯綜する

状況においても誤解を生じさせないため
には、すでに説明済み情報を定期的
（情報輻輳時においては1時間に1回）に

これまでの事象の概略、現在のプラント
状況、今後の事故収束戦略について
COPや25条報告を活用して再説明する
よう定めている。

しかしながら、複数号機発災ということ
もあり、提供すべき情報が多いため、定
期的な事象概要を再度説明する時間や、
リエゾンとERCプラント班が情報を共有
する時間を確保できていなかった。

備付

COP

COP

メモ

備付

メモ

課題①定期的な情報整理時間（クールタイム）の確保

質問

即応Ｃ リエゾン

即応Ｃ ＥＲＣ

質問に回答したいが、テレビ会議が優先され回答できない

リエゾンとしても、御用聞き中に聞き逃した事
象進展を再確認することができ有効

情報提供を最優先
とし、振り返りが不⾜

定期的にプラント状況の
振り返りを実施し、情報
が適切に共有されている
か確認する。

新しい情報の確認、疑問点の解消、状況の振り返り

事業者からのプラント状況の振り返りを聞き、認
識違いがないか再確認、情報の整理を⾏う。

ＥＲＣ

リエゾン

質問

回答
定期的な俯瞰説明

了解

質問

了解

了解

質問

了解

3u炉注戦略

3u電源情報

4u炉注戦略

3u電源情報

4u電源情報

3u炉注回答

回答

備付

COP

COP

メモ

備付

メモ

了解

質問

了解

了解

質問

了解

3u炉注戦略

3u電源情報

4u炉注戦略

3u電源情報

4u電源情報

3u炉注回答

25条
報告

COP
一式
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

（原因）
情報が輻輳している時こそ情報を整理

する時間の確保が必要となるが、迅速
な情報提供を徹底していたことにより、
事象の振り返りが充分にできていなかっ
た。また、 「25条報告が発行されるタイ
ミング」と「事象の振り返りができるタイミ
ング」が必ずしも同じではない。

（対策イメージ例）

（対策）
情報が輻輳しており、円滑なコミュニ

ケーションができていないと判断したタ
イミングで、即応C・リエゾンまたはERC
の三者いずれかより、情報整理の時間
（クールタイム）を３～５分程度設定する
宣言をする。

クールタイム中は、互いに「緊急」情報
以外の発話を避け、情報の整理やリエ
ゾンからの説明時間とする。

クールタイム後に「これまでの事象の
概略、現在のプラント状況、今後の事故
収束戦略」について説明する。

全体説明により疑問点が解消されるこ
とを期待するが、説明を聞いたうえで不
明確な点については、その後の質疑に
て認識合わせをおこなう。

課題①定期的な情報整理時間（クールタイム）の確保

質問に対して回答し、
疑問点解消に努める

「緊急」以外の発話を控え、
・事象振り返り説明の準備
・質疑の回答準備
等の整理時間とする

本取り組みにより、情報発信の即応性が低下する可能性が
考えられるが、ＥＲＣ・即応Ｃ・リエゾンからの所感を受け、今
後も継続するべきか検討するため、試行したいと考えている。

情報整理時間の確保

情報整理後の俯瞰説明

状況整理のため〇分間、緊急以外の
発話を中止します。〇〇時〇〇分より
事象の振り返りを実施します、以上。

即応Ｃ ＥＲＣ

原則として、クールタイム中の
即応Cへの質問を控え、疑問点
の整理、情報の振り帰りを実施

リエゾン

質問

回答

備付

COP

COP

メモ

備付

メモ

了解

質問

了解

了解

質問

了解

3u炉注戦略

3u電源情報

4u炉注戦略

3u電源情報

4u電源情報

3u炉注回答

COP
一式

備付
資料

了解
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

（問題）
SE初報等の事象急変時には、速やかに戦略変

更の検討、戦略対応の指示を実施し、10分後を目
途に、戦略を本店対策本部に報告することとして
いるが、時間的制約が厳しく、時間内ギリギリの報
告となってしまっている場面があった。

（現状）

（対策イメージ）

（課題）
事象急変時の戦略の判断およびユニット指揮者

ブース内での共有をより速やかに実施するための
環境を整備する必要がある。

（原因）
訓練後のプレーヤからの気づきにて、「必要な戦

略が社内標準のどこに書かれているかを探すの
に時間を要した」とのコメントがあった。

事象判断に用いるツールとして、社内標準（事故
時操作所則や重大事故発生時の対応活動に係る
所達など）を備え付けているが、これらの資料は、
事象毎の対応を網羅的に記した資料であるため、
該当資料を探す時間を要することによる対応の遅
れが生じている。

（対策）
ユニット指揮ブースに事象進展が早く迅速な判断

が要求される事象や発生頻度の高い事象につい
て抽出した資料を備え付けることで、より速やかな
戦略判断を実施できる環境を整備する。

手順の早見表
（目次）

事故時フロー図

課題②ユニット指揮者ブースの事故対応能力改善に向けた環境の構築

事
故
時
操
作
所
則

重
大
事
故
等
発
生
時

大
規
模
損
壊
発
生
時

電
源
機
能
等
喪
失
時

事
故
時
操
作
所
則

重
大
事
故
等
発
生
時

大
規
模
損
壊
発
生
時

電
源
機
能
等
喪
失
時

例

事故時操作所則や重大事故発生時の対応活動に係る所達などがあるが、網羅的
に対応を記した資料であるため、該当資料を探すのに時間を要している。

事象進展が早く迅速な判断が要求される事象等について抽出した資料を整備し、
事故収束戦略の検討、戦略決定の迅速化につなげる。

概略系統図
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

○本店対策本部指揮者に対する活動事項把握の容易化

①本部指揮者フォロー用チェックシート／各機能班チェックシートの整合性評価【訓練前評価】

「本部指揮者フォロー事項チェックシート」が、各機能班の活動チェックシート等と整合した内容であ
ることを、確認した。

②本部指揮者の確認／承認漏れが無いことを評価【訓練中評価】

発生事象／本部運営の進展に合わせて、必要な事項が本部内で報告／上申され、本部指揮者の
確認／承認が行われていることを確認した。その際、「本部指揮者 フォロー事項チェックシート」の
有効性も確認した。

【本店対策本部 (若狭)】

重点実施項目の検証結果（本店対策本部）

重点実施項目の検証結果
（本店対策本部）

警戒体制発令時（ＡＬ） 原子力防災体制発令時（ＳＥ） その他

・発電所警戒体制発令実績（確認）
・社長への報告実績（確認）
・本店警戒対策本部の体制（確認）
・自治体への要員派遣状況（確認）
・プレス発表文（確認） 等

・発電所原子力防災体制発令実績（確認）
・社長への報告実績（確認）
・本店計画対策本部の体制（確認）
・自治体への役員派遣状況（確認）
・社外への支援要請状況（確認）
・プレス発表文（確認） 等

・負傷者状況（確認）
・発電所からの支援要請事項への対応状況（確認）
・外部への新規支援要請事項（承認）
・外部からの要請事項への対応（承認）
・大規模な社内支援事項（承認） 等

発災事象／本部運営の進展

（各マニュアルに基づき、本部内で確認・承認が必要な事項）
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【発電所対策本部 (大飯)】

重点実施項目の検証結果（発電所）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

○通報票の受領確認対応不備の改善
対策① 通報後に「原災法通報結果一覧表」による実績確認を実施すること。
対策② 電話による受領確認の際は一報ずつ「ERCプラント班の受領時刻」を確認すること。

以上をルールに定めた結果、今回の訓練において通報票の受領確認を適切に実施でき
ることを確認した。

また、対策③④については、別途10月に実施した要素訓練にて効果を検証した。
（参考資料－６にて説明）

緊急時通報システム

送信者

対策①
「原災法通報結果一覧表」による通報実績の確認

対策②
電話による受領確認の際には、一報ずつ「ERCプラント班の
受領時刻」を確認

規
制
庁
Ｅ
Ｒ
Ｃ

対策③
発電所対策本部内に掲示する
ＥＡＬ通報実績のリストに「ERC
プラント班受領時刻の確認結果」
および「原災法通報結果一覧表
の確認結果」 を記載する。

対策④
「原災法通報結果一覧表」による通報実

績の確認または電話による受領確認におい
て、受領できていないことが明らかになった場
合は、速やかに通報票を再送信する。

受領確認者

ＥＡＬ通報実績リスト
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

【発電所対策本部 (大飯)】

重点実施項目の検証結果（発電所）

重点実施項目の検証結果
（発電所）

○発電所対外対応専任者の情報発信中断の改善
対策① 対外対応専任者の発話と発電所対策本部内のスピーカーからの情報発信が重

複した場合でも、対外対応専任者の音声がクリアに本店対策本部（若狭）に届くよう音声
システムを改善（指向性マイクの使用、音声ボリュームの調整）した。

上記の対策により、対外対応専任者から本店対策本部（若狭）への情報発信を継続的
に行えるようになったことを確認した。

一方、発電所対策本部内に情報発信中でも、対外対応専任者が継続的に発話できるよ
うになったことで、対外対応専任者が対策本部内に共有された情報を聞き逃す恐れが新
たに生じたことから、下記対策を実施し、有効に機能したことを確認した。

対策② 対外対応専任者補佐に、「対外対応専任者が発話中に発電所対策本部内に共
有された情報」を収集し、対外対応専任者に共有する役割を定めた。

対策
本部長

対外対応
専任者

発電所対策本部 本店対策本部（若狭）

①システムにて発電所対策本部のスピーカーを
拾いにくくするために音声出力の感度を下げ、
本店対策本部（若狭）側が聞き取りやすいよう
に設定。

対外対応
専任者補佐

②発電所対外対応専任者の補佐は、発電所
対策本部内に共有された情報を収集し、
発電所対外対応専任者に共有。

9



（参考資料）
重要情報および優先順位の考え方
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

重要情報については、「緊急」として、ＴＶ会議発話に割り込む（カットイン）。なお、重要情報を発
話中における他の重要情報のカットインについては、速報として伝達後に他方のカットインを行う。

重要情報および優先順位（即応C情報チームマニュアル抜粋）

分類 優先度 項目 例外事項

重
要
情
報

緊

急

（
カ
ッ
ト
イ
ン
対
象
）

一般住民の防護に係わる情報
・ＧＥ、ＳＥの発生実績
・ＧＥ、ＳＥの発生の蓋然性
（例：３０分経過でＳＥに該当 等）

・速報として報告済み事項の通報実績（速報事項から訂正がない場
合）。

・１０条確認会議、１５条認定会議中におけるＳＥ、ＧＥの各２発目以降
（同一サイト内他号炉含む）の発信。

事故収束戦略の策定・変更 ・二の矢以降の対応手順に係わる事項。

作業員の負傷等に係わる情報
（被ばくあり、または事故収束活動への影響あり※の場合）

※：例）人命に関わる事象、作業中の酸欠・有毒ガスによる体調
不良、アクセスルート確保中の転落事故等

・第２報以降

－
通

常

上述以外のＥＲＣと連携すべき情報
（ＥＲＣと連携すべき情報）
○ 天災発生の場合には、天災がプラントに与えた影響の程度(地

震の場合は､震度や地震加速度､津波の有無(高さ))
○ 警戒事態、施設敷地緊急事態又は全面緊急事態が発生した

プラントの以下の状況
・運転状況
・モニタリングポスト及び主排気筒モニタの指示値の動向
・プラントで顕在化している被害や異常
・プラントの安全点検の状況
・事象進展の予測
・事業者が実施した応急措置(施設敷地緊急事態又は全面緊

急事態の場合は原災法第25条第1項に基づく応急措置) 他

・優先度「緊急」に該当する事項は、重要情報として整理する。

－ 低

（
リ
エ
ゾ
ン
経
由
）

以下は、ＥＲＣとのＴＶ会議にて「以降は、リエゾン経由とするこ
と」を口頭確認の後に実施。

なお、「リエゾン経由」とは、ＣＯＰ、通報票の送付のみ行い、Ｅ
ＲＣプラント班内での資料配布＆リエゾンＱＡ対応での情報伝達と
する。

〇 作業員の負傷者等に係わる情報
（上述の第２報以降、または上述に該当しない軽症者等）

〇 ＳＦＰの水位・水温の定例報告

（２報目以降） ・漏えい継続中など、事象進展中を除く。
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＜添付資料　目次＞

添付－１：訓練の社内評価（訓練項目別、重点実施項目、アンケート気づき） 

添付－２：訓練の社外評価（ＮＲＡパンチリスト）
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参考－２：防災訓練主要シナリオとＥＡＬ判断の妥当性

参考－３：原災法通報実績

参考－４：本店対策本部指揮者に対する活動事項把握の容易化に関する検証結果

参考－５：シナリオ判断分岐の確認結果

参考－６：要素訓練(通報連絡訓練結果)



添付－１ 
訓練の社内評価（訓練項目別、重点実施項目、アンケート気づき） 

 訓練目標 実施結果 実施評価／アンケート気づき 

訓
練
項
目
別 

(1)本部運営訓練 

・発生した原子力災害事故事象に対して、緊急時対策所に緊

急時安全対策本部要員が参集し、本部の設営を行い、大飯

発電所対策本部、本店対策本部双方の防災組織が、各対策

本部内の指揮命令系統に基づき、情報共有、事故収束戦略

の決定を行うとともに、連携して事態に対処できること。 

・情報共有については、発電所対策本部が収集、整理したプ

ラント情報、負傷者情報および事故収束戦略情報等を、Ｃ

ＯＰ等を活用し、本店対策本部へ発信できること、本店対

策本部から外部の関係各所へ遅滞なく発信できること。 

 

ａ．発電所対策本部 

・今回の訓練想定に対して、本部活動に係わるマニュアルに

基づき、緊急時対策所に参集し、防災体制を確立するとと

もに、各機能班長からユニット指揮者へのプラント状況の

報告、ユニット指揮者および発電所対策本部長等による事

故収束戦略の決定およびユニット指揮者から各機能班長

に対する事故収束戦略の実施等の指示をした。 

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部は、ＣＯＰ等を

活用して発電所対策本部内で把握したプラント状況およ

び決定した事故収束戦略を本店対策本部（若狭）に遅滞な

く共有した。 

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部は、プラント状

況、発電所対策本部要員の活動状況、負傷者情報等を情報

共有システムに入力し、発電所対策本部内および本店対策

本部（若狭）等と遅滞のない情報共有を実施した。 

・３号機において、両ユニットで事象が進展する中、４号機

から資機材を流用することによるリスクを踏まえ、発電所

対策本部が、４号機から資機材を流用することの検討・調

整を実施できることを確認した。４号機において、タービ

ン動補助給水ポンプ以外の補助給水系が喪失している状

況で、ＥＡＬ該当の判断に用いるパラメータである蒸気発

生器水位計（狭域・広域）の故障時に代替監視計器による

プラント状況の把握および適切なＥＡＬ判断ができるか

確認した。 

 

ａ．発電所対策本部 

・本部活動に係わるマニュアルに基づいて対応した結果、原

子力防災要員の緊急時対策所本部への参集および発電所

対策本部の体制確立が問題なく実施できることを確認し

た。 

・本部活動に係わるマニュアルならびにＣＯＰ、ＳＰＤＳお

よび情報共有システムを用いて対応した結果、発電所対策

本部内での情報共有および事故収束戦略の検討・立案・決

定・指示が指揮命令系統に基づいて実施できることを確認

したが、一部の事象急変の場面において、必要な戦略が社

内標準のどこに書かれているかを探すのに時間を要して

いることが確認された。【課題②】 

・本部活動に係わるマニュアルならびにＣＯＰ、ＳＰＤＳ、

情報共有システムおよびＴＶ会議システムを用いて対応

した結果、発電所対策本部内で収集・共有されたプラント

情報、負傷者情報および事故収束戦略情報が遅滞なく本店

対策本部（若狭）に共有できることを確認した。 

・事故対応に係わるマニュアルに基づいて対応した結果、３

号機においては炉心損傷回避のために代替対応手段の検

討を行い、適切に指示・対応できることを確認した。４号

においては、代替監視計器によるプラント状況の把握およ

び適切なＥＡＬ判断が実施されることを確認した。 
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 訓練目標 実施結果 実施評価／アンケート気づき 

訓
練
項
目
別 

（同上）  

ｂ．本店対策本部（若狭） 

・今回の訓練想定に対して、本店対策本部（若狭）の活動に

係わるマニュアルに基づき、平日昼間における要員が、地

震の発生連絡により、遅滞なく緊急時対策室に参集し、防

災体制を確立するとともに、各機能班の活動を開始した。 

・今回の訓練想定に対して、本店対策本部（若狭）の活動に

係わるマニュアルに基づき、社内ＴＶ会議、電話会議、Ｃ

ＯＰおよび情報共有システムを用いた発電所、本店対策本

部（中之島）、ＯＦＣ事業者ブースとの情報共有を実施し

た。 

・今回の訓練想定に対して、本店対策本部（若狭）の活動に

係わるマニュアルに基づき、本店対策本部（若狭）内の情

報共有、オンサイトの事故収束対応戦略の支援検討および

オフサイトの支援要請検討を実施した。 

・メーカー等との覚書に基づき、事故収束対応戦略の支援検

討に係わるメーカー等への支援要請を実施した。 

・今回の訓練想定に対して、ＥＲＣとの情報共有に係わるマ

ニュアルに基づき、ＥＡＬ、事故・プラント状況、事故収

束対応戦略等をＥＲＣプラント班へ報告するとともに、Ｅ

ＲＣプラント班からの質疑対応を行い、情報共有を実施し

た。 

 

b．本店対策本部（若狭） 

・本店対策本部（若狭）の活動に係わるマニュアルに基づい

て対応した結果、要員の緊急時対策室への参集および体制

確立が問題なく実施できることを確認した。 

・本店対策本部（若狭）の活動に係わるマニュアルならびに

ＣＯＰ、ＳＰＤＳおよび情報共有システムを用いて対応し

た結果、本店対策本部（若狭）での情報共有および発電所

支援が問題なく行えることを確認した。 

・ＥＲＣとの情報共有に係わるマニュアルに基づき、ＥＡ

Ｌ、事故・プラント状況、事故収束対応戦略等をＥＲＣプ

ラント班へ報告およびＥＲＣプラント班からの質疑対応

をした結果、ＥＲＣプラント班への情報共有が問題なく行

えることを確認した。 

・即応センター情報チームと ERC プラント班の状況共有に

ついて、速やかにプラント状況・戦略・進展予測など必要

な情報は共有できていたものの、事業者からの一方的な情

報提供となる場面が見受けられた。また、リエゾンからの

説明時間を確保することが出来ていなかった。これらの点

に関して、円滑なコミュニケーションが十分に出来ている

とは言い難い部分があった。【課題①】 

 （2）通報連絡訓練 

・発電所対策本部は、プラントパラメータ等により事故及び

被害状況を把握し、警戒事象、原災法第１０条事象、原災

法第１５条事象および応急措置等の通報連絡文の作成を、

通報連絡に係わるマニュアルに基づき実施するとともに、

社内外関係機関への通報連絡があらかじめ定められてい

る連絡系統に基づいて対応できること。 

 

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部情報班員は、プ

ラントパラメータ、機器故障および負傷者に係る情報によ

り、事故および被害状況を把握するとともに、通報連絡に

係わるマニュアルに基づき、警戒事態該当事象（以下、「Ａ

Ｌ」という。）、施設敷地緊急事態該当事象（以下、「ＳＥ」

という。）、全面緊急事態該当事象（以下、「ＧＥ」という。）

および応急措置に係る通報連絡文を作成し、あらかじめ定

められている連絡系統に基づいて通報連絡および着信確

認を実施した。 

 

・通報連絡に係わるマニュアルおよび緊急時通報システム、

ＦＡＸ等の通信機器を用いて対応した結果、各ＡＬ、ＳＥ、

ＧＥの通報については、全て１５分以内に適切な内容で実

施できていた。 

また、２５条報告についても適切な頻度で通報を実施でき

ており、通報連絡に係る対応が問題なく実施できることを

確認した。 

 （3）緊急時モニタリング訓練 

・緊急時モニタリング指示に基づく必要なモニタリングポ

イントへの測定機器の配備・測定を、緊急時モニタリング

に係わるマニュアルに基づき実施し、測定結果について情

報共有システム等を用いて発電所対策本部内に共有でき

ること。 

 

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部放射線管理班員

は、緊急時環境モニタリング指示に基づく必要なモニタリ

ングポイントへの測定機器の配備・測定を、緊急時環境モ

ニタリングに係わるマニュアルに基づき実施し、測定結果

を本部に連絡した。また、測定結果については、情報共有

システムを用いて発電所対策本部内に共有した。 

 

・緊急時環境モニタリングに係わるマニュアルに基づき、緊

急時環境モニタリングを実施し、測定結果については、情

報共有システムを用いて発電所対策本部内に情報共有が

問題なく実施できることを確認した。 
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 訓練目標 実施結果 実施評価／アンケート気づき 

訓
練
項
目
別 

（4）発電所退避誘導訓練 

・発電所対策本部からの退避誘導指示を受けた発電所内の

緊急事態応急対策等の活動に従事しない者について、退避

に係わるマニュアルに基づき、退避誘導員による退避誘導

および発電所対策本部による発電所立入制限措置の指示

が行えること。 

 

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部総務班の退避誘

導員は、退避誘導に係わるマニュアルに基づき、発電所内

の緊急事態応急対策等の活動に従事しない者に対して、構

内放送装置を用いて発電所構内退避時集合場所への一時

退避の指示を実施した。  

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部総務班の退避誘

導員は、退避誘導に係わるマニュアルに基づき、集合した

一時退避者に対してプラント状況を簡潔かつ正確に説明

を実施した。 

・発電所対策本部安全管理班員は、警戒体制の発令を受け

て、本部活動に係わるマニュアルに基づき、発電所への立

入制限措置指示を実施した。 

 

・退避誘導に係わるマニュアルを用いて対応した結果、退避

誘導員による一時退避に係る指示、一時退避場所への誘

導、一時退避者へのプラント状況説明および構外退避に向

けた一時退避者の誘導が問題なく実施できることを確認

した。 

・本部活動に係わるマニュアルを用いて対応した結果、発電

所への立入制限措置の実施に係る指示が問題なく実施で

きることを確認した。 

 （５）原子力災害医療訓練 

・発電所対策本部において、発電所構内で発生した傷病者

（放射性物質汚染を伴う傷病者含む）に対して、救急対応

に係わるマニュアルに基づく汚染除去等の応急措置およ

び管理区域外への搬出が行えること。また、本店対策本部

への傷病者情報の共有が行えること。 

 

・発電所対策本部総務班および放射線管理班は、１号機の管

理区域内で発生した放射性物質汚染を伴う負傷者に対し

て、救急対応に係わるマニュアルに基づき、汚染除去等の

応急処置を実施し、負傷者を管理区域外へ搬出した。 

・発電所対策本部総務班および発電所対策本部対外対応専

任者は、発電所対策本部内および本店対策本部への負傷者

に関する情報の共有を実施した。 

・本店対策本部は大飯オフサイトセンター医療班（模擬）に

緊急連絡票を送付して、負傷者に関する情報の共有を実施

した。 

 

・救急対応に係わるマニュアルに基づいて対応した結果、放

射性物質汚染を伴う負傷者に対する汚染除去等の応急処

置、管理区域外への搬出および本店対策本部への負傷者情

報の共有が問題なく実施できることを確認した。 

・緊急連絡票を用いることで、負傷者の汚染状況の有無、傷

病箇所等の情報を共有できることを確認した。 

 （6）全交流電源喪失対応訓練 

・発電所対策本部において、全交流電源喪失時におけるプラ

ントの事故状況を踏まえた炉心注水確保に関する検討お

よび事故対応の選定を行い、事故対応に係わるマニュアル

に基づく格納容器注水操作が行えること。 

 

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部は、全交流電源

が喪失し、かつＬＯＣＡが発生した３号機において、事故

対応に係わるマニュアルに基づき、代替炉心注水手段の検

討および事故対応の選定を実施した。また、炉心注水手段

を炉心損傷予想時刻までに確保するために、炉心注水のラ

インナップに要する時間や輻輳する複数の設備の故障・準

備遅延情報を踏まえて、炉心注水手段の選定を実施した。 

 

 

・事故対応に係わるマニュアルに基づいて対応した結果、プ

ラントの事故状況を踏まえた炉心注水確保に関する検討

および事故対応の選定が問題なく実施できることを確認

した。 

 （7）アクシデントマネジメント対応 

・発電所対策本部において、事象の進展に基づき、シビアア

クシデントを想定したアクシデントマネジメント策の検

討（使用可能な設備・機能の把握、対策の有効性及び実施

可否の確認、判断）が事故対応に係わるマニュアルに基づ

き行えること。 

 

・今回の訓練想定に対して、発電所対策本部は、事故対応に

係わるマニュアルに基づき、ユニット指揮者を中心とし

て、使用可能な設備・機能の把握、事故収束戦略の立案、

対策の有効性および実施可否の確認・判断を実施した。 

 

・事故対応に係わるマニュアルに基づいて対応した結果、事

象の進展に基づいたアクシデントマネジメント策の検討

が問題なく実施できることを確認した。 
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 訓練目標 実施結果 実施評価／アンケート気づき 

 （8）原子力緊急事態支援組織対応訓練 

・美浜原子力緊急事態支援センターへの支援要請について、

本店対策本部から美浜原子力緊急事態支援センターの支

援要請の連絡を協定等に基づき行い、必要な情報を連絡で

きること。 

 

・協定に基づき、本店対策本部（若狭）から美浜原子力緊急

事態支援センターへ、特定事象発生連絡や必要な支援要請

（要員、無線資機材）について連絡を実施した。 

 

・協定に基づく特定事象発生連絡や必要な支援要請（要員、

無線資機材）について問題なく実施できることを確認し

た。 

重
点
実
施
項
目 

① 本店対策本部指揮者に対する活動事項把握の容易化 

［問題］ 

・本部長やＩＣ（ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄｺﾏﾝﾀﾞｰ）等、本部指揮者は、本部

内で何を確認し、何を承認すべきなのか、事前の教育はあ

るものの、原子力災害対応中の活動として過不足が生じな

いか懸念がある。 

［課題］ 

・本部長やＩＣ等、本部指揮者が原子力災害対応中に行う活

動（本部内活動の「確認」「承認」「指示」）が指揮者目線

で容易に把握できる状態にない。 

［原因］ 

・本部内活動の具体的項目は、各機能班の活動チェックシー

トのみに整理されているため、ＩＣ等の指揮者目線のチェ

ックリスト等が整備されていない。 

［対策］ 

・本部長、ＩＣの活動事項（各機能班の実施事項の確認・承

認事項）を集約し、指揮者用チェックリストとして整備す

る。 

 

 

・課題について訓練前の検証として 

① 「本部指揮者フォロー事項チェックシート」が、各機能

班の活動チェックシート等と整合した内容であること

を、確認した。（本項目は、チェックシート作成以外の

要員が、「訓練前評価」として実施した。） 

・課題について訓練時の検証として 

② 発生事象／本部運営の進展に合わせて、必要な事項が本

部内で報告／上申され、本部指揮者の確認／承認が行わ

れていることを確認した。その際、「本部指揮者 フォ

ロー事項チェックシート」の有効性も確認した。 

 

・本部長、ＩＣの活動事項（各機能班の実施事項の確認・承

認事項）を集約し、指揮者用チェックリストとして整備し、

有効に活用されることが確認できた。 
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 訓練目標 実施結果 実施評価／アンケート気づき 

重
点
実
施
項
目 

② 通報票の受領確認対応不備の改善 

［問題］ 

・通報票について、ＥＲＣプラント班にてＦＡＸを受領でき

ていないにも関わらず、送信後の受領確認連絡において受

領完了と誤認識したため、その後、再発信等の対応をとる

ことができず、通報票の送信遅延が生じた。 

［課題］ 

・受領確認における誤認識を失くすための対応および受領

が確認できなかった場合の対応を実施できるようにする

必要がある。 

［原因］ 

・情報班員は、通報票が未受領であることを確認したが、通

信手段（ＦＡＸ）の仕様上、発信と受領の間に数分の遅延

が発生する可能性があることを認識していたため、発信が

予告されていた次の通報票送信の際に、あわせて受領確認

できるものと考えた。 

 その後、受領確認を行った際に、未受領の通報票について

も受領確認がとれたものと誤認識したため、以降、再発信

等の対応をとることができず、送信遅延に至ったものと推

定。 

 当社で定める通報連絡のマニュアルにおいては、「原子力

災害対策指針の緊急事態区分を判断する基準等の解説」に

基づき、電話等による通報の確認を実施すること、および

通信機器の故障時等に代替措置を使用して発信すること

を定めているが、受領確認の方法、特に、受領確認がとれ

なかった際の対応について、明確に定めていなかった。 

［対策］ 

・受領確認の誤認識を失くすための対策として、以下(1)～

(3)の運用を定める。また、電話による受領が確認できな

かった場合の対策として、以下(4)の運用を定める。 

(1)「原災法通報結果一覧表」による通報実績の確認を必

須とする。 

(2)電話による受領確認の際には、一報ずつ「ERC プラン

ト班の受領時刻」を確認する。 

(3)発電所対策本部内に掲示するＥＡＬ通報実績のリス

トに「ERC プラント班受領時刻の確認結果」および「原

災法通報結果一覧表の確認結果」を記載する。（リスト

に結果の記載欄を設ける。） 

(4)「原災法通報結果一覧表」による通報実績の確認また

は電話による受領確認において、受領できていないこ

とが明らかになった場合は、速やかに通報票を再送信

する。 

 

・通報後に「原災法通報結果一覧表」による実績確認を実施

すること。 

・電話による受領確認の際は一報ずつ「ERC プラント班の受

領時刻」を確認すること。 

 以上をルールに定めた。 

 

・通報後に「原災法通報結果一覧表」による実績確認を実施

すること。 

・電話による受領確認の際は一報ずつ「ERC プラント班の受

領時刻」を確認すること。 

 以上をルールに定めた結果、通報票の受領確認を適切に実

施できることを確認した。 
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重
点
実
施
項
目 

③ 発電所対外対応選任者の情報発信中断の改善 

［問題］ 

・発電所対策本部内への情報共有のためにマイクを用いて

発話する度に、発電所対外対応専任者から、本店対策本部

（若狭）への情報発信が中断したため、発電所対外対応専

任者から、本店対策本部（若狭）への情報提供が遅れるこ

とがあった。 

［課題］ 

・発電所対策本部内での情報共有中であっても、発電所対外

対応専任者から本店対策本部（若狭）への情報発信を継続

できるようにする必要がある。 

また、発電所対策本部内の情報共有と発電所対外対応専任

者の情報発信が重複したとしても、対外対専任者が発電所

対策本部内の情報を収集できるよう、発電所対外対応専任

者と対外対応専任者補佐の役割を明確にするとともに、対

外先任者の発話が発電所対策本部内の発話を妨げること

が無いようにする必要がある。 

［原因］ 

・今回訓練で使用した新しい緊対所においては、対策本部内

の重要な情報共有の際、対策本部長、ユニット指揮者等が

マイクを用いて情報発信し、スピーカーから発声されるシ

ステムになっている。 

一方で、スピーカーから発声中に、対外対応専任者が本店

対策本部（若狭）へ情報発信するためのＴＶ会議用マイク

をＯＮにしていると、ＴＶ会議用マイクがスピーカーから

の音声を拾ってしまい、本店対策本部（若狭）側が聞き取

りづらくなる（右図）ため、対策本部長、ユニット指揮者

等が発話する際、具体的には、電子ホイッスルで発話のた

めの静粛を促した際に、ＴＶ会議用マイクをＯＦＦにする

運用としていた。 

その結果、今回訓練の特に事象進展の激しい時間帯では、

対策本部長、ユニット指揮者が頻繁に発話していたことか

ら、発電所対外対応専任者の情報発信が頻繁に中断するこ

ととなった。 

［対策］ 

・対外対応専任者のＴＶ会議用マイクに指向性のマイクを

使用し、スピーカーの音声がＴＶ会議用マイクに拾われな

くする等、新緊対所の音声システムを改良する。 

また、発電所対策本部内の情報共有と発電所対外対応専任

者の情報発信が重複した場合は、発電所対外対応専任者の

補佐が、発電所対策本部内に共有された情報を収集し、発

電所対外対応専任者に共有する役割を定める。 

 

・対外対応専任者の発話と発電所対策本部内のスピーカー

からの情報発信が重複した場合でも、対外対応専任者の音

声がクリアに本店対策本部（若狭）に届くよう音声システ

ムを改良した。 

・対外対応専任者補佐に、対外対応専任者が発話中に発電所

対策本部内に共有された情報を収集し、対外対応専任者に

共有する役割を定めた。 

 

・対外対応専任者の発話と発電所対策本部内のスピーカか

らの情報発信が重複した場合でも、対外対応専任者の音声

がクリアに本店対策本部（若狭）に届くよう音声システム

を改良した。 

・対外対応専任者補佐に、対外対応専任者が発話中に発電所

対策本部内に共有された情報を収集し、対外対応専任者に

共有する役割を定めた。 

 以上の対策により、対外対応専任者から本店対策本部（若

狭）への情報発信を継続的に行えるようになったことを確

認した。 
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訓練の社外評価（ＮＲＡパンチリスト）

本資料（添付－２）は、機密を含むことから、公開することはできません。
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添付－３ 

社外評価結果概要（即応センター） 

社外評価者： 

１名（日本原電 防災事務局関係者） 

評価方法： 

即応センターへ来所し、即応センター～ＥＲＣ間の情報連携について、評価チェックシートに基づき以下を評

価。 

①「あるべき姿」に対する４段階評価 

②その他気づき事項の抽出 

評価結果（概要）： 

あるべき姿 評価※ 

「事故・プラントの状況」、「進展予測と事故収束対応戦略」、「戦略の進捗状況」について迅速かつ正確に情報を分かりやすく発信できる。 ４ 

プラント状況等の説明においてＳＰＤＳ等の表示システムを使用する。 

特に、初動時のＣＯＰ発行前のプラント説明、プラントパラメータの推移に基づく説明をしている。 

４ 

定期的および主要なプラント状況変動時にＣＯＰを発行し、ＥＲＣ説明に活用する。 

また、ＣＯＰ発行までの間、ＥＲＣ情報チームにより手書きにより更新して活用する。 

４ 

プラント状況、戦略の予測、その他ＣＯＰの補完において、ＥＲＣ備付け資料を活用する。 ４ 
※：４：評価の視点で、必要とされる項目について、十分に説明できている。 

３：評価の視点で、必要とされる項目について、一部を除き説明できている。 

２：評価の視点で、必要とされる項目について、半数近く説明ができていない。 

１：評価の視点で、必要とされる項目について、ほとんど説明ができていない。 

その他気づき事項 

（良好事例） 

・ＥＲＳＳ情報や備え付け資料、手書きメモなど積極的に使用し、タイムリーにプラント状況を説明できている。 

・メインスピーカの発話内容を、情報チーム全体で確認できており、必要に応じフォローされている。 

例：３号機ＳＢＯに伴うＧＥ２１判断時間の言い間違えの訂正 

（気づき事項） 

・13:53 頃：３号機の戦略説明時に、ＳＢＯ時のフロー図を用いて手順を一つずつ説明していたが、ＥＲＣから目的を再確認されていた。逆に考えると、まず「炉

圧を下げる」「注水する」などの目的を発話し、そのために「○○Ｐを準備する、電源を確保する」と説明したほうがより良い。 

・14:43 頃：３号機の恒設代替ラインの弁不具合情報を説明及びＥＲＣの状況確認中に、14:45 頃３号機ＤＧトリップ、ＳＢＯ、ＧＥ２１判断の状況になったが、

「緊急」で発話する内容ではなかったか。 

＜気づき事項への対応方針＞ 

・良好事例については、今後も維持できるよう教育を継続していく。 

・13:53 頃：３号機の戦略説明については、ＥＲＣ側が求めている質問にまず回答し、その後に戦略を説明するなどコミュニケーションを高めていけるよう発話

の優先順位を検討して参ります。 

・14:43 頃：３号機ＧＥ２１判断時については「緊急」を使用しておりませんでしたが、ＥＲＣへの情報共有は円滑に実施できていたと考えます。情報出しの際

にメリハリをつけるべきであり、「緊急」コールの使用方法については、ＥＲＣ説明者へフォローして参ります。 
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社外評価結果概要（発電所対策本部） 

社外評価者： 

１名（日本原電 防災事務局関係者） 

評価方法： 

大飯発電所に来所し、現場実動訓練について、評価チェックシートに基づき以下を評価。 

①「評価事項」に対する４段階評価 

②その他気づき事項の抽出 

評価結果（概要）： 

評価事項 評価※ 

準備事項 

・必要な資機材（可搬型計測器、電卓等）が準備されている。 
４ 

体制 

・当該作業（操作）に必要な人員が確保され、体制が整っている。 
４ 

操作の実施 

・発電所対策本部からの指示に従い速やかに着手できている 

・発電所対策本部からの指示に従い、可搬型計測器で測定し換算したパラメータを速やかに発電所対策本部に連絡している。 

 定期的にパラメータ報告を実施している。 

・計測結果に異常が生じた場合は、速やかに発電所対策本部に連絡している 

４ 

※：４：評価の視点で、必要とされる項目について、十分に説明できている。 

３：評価の視点で、必要とされる項目について、一部を除き説明できている。 

２：評価の視点で、必要とされる項目について、半数近く説明ができていない。 

１：評価の視点で、必要とされる項目について、ほとんど説明ができていない。 

その他気づき事項 

（良好事例） 

 ・現場リーダーは、本部と情報共有した内容を現場作業者に情報共有できていた。 

 ・使用する手順が具体的（写真付き）でわかりやすかった。 

  

（気づき事項） 

・なし 

＜気づき事項への対応方針＞ 

・良好事例については、今後も維持できるよう教育を継続していく。 
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参考 

ＥＲＣ対応自主訓練 事業者間連携 評価結果概要（即応センター） 

社外評価者： 

３社４名（北海道 ＥＲＣ説明経験者、 

九州  ＥＲＣ説明経験者、 

東北   防災事務局関係者） 

評価方法： 

即応Ｃ～ＥＲＣ（模擬）間の連携訓練を実施し、ＥＲＣ模擬役として評価、また連携訓練の映像、資料等を後

日確認し、評価チェックシートに基づき以下を評価。 

①訓練指標２、３を参考とした３段階評価 

②訓練課題項目に対する３段階評価 

③その他気づき事項の抽出 

評価結果（概要）： 

情報項目 評価※ 

ａ．事故・プラント状況の説明 ５．０ 

ｂ．進展予測と事故収束対応戦略の説明 ４．０ 

ｃ．戦略の進捗状況の説明 ４．５ 

ｄ．プラント情報表示システムの使用 ５．０ 

ｅ．ＣＯＰの活用 ４．０ 

ｆ．ＥＲＣ備付資料の活用 ５．０ 
※：ａ．～ｆ．５：不足・遅れなく、積極的に実施。／３：特段の支障なし。／１：支障あり。改善の余地あり。 

 

その他気づき事項 

（良好事例） 

・情報が輻輳する状況においても混乱せず、優先順位を考慮した対応が図られており、非常に理解しやすかった。 

・設備故障（マルファンクション）による戦略の見直しが多かったが、その都度対応できていた。  等 

 

（気づき事項） 

・COP２は積極的に使用されていたが、COP3,4 を用いて全体的な状況整理が少なかった。 

・事象進展予測の説明時は、前提条件の説明があるとより良かったと感じた。 

・戦略の説明において、SPDS を用いた説明は結構ですが、COP の使用頻度をもう少し増やした方が良いと思われる。  等 

 

＜気づき事項への対応方針＞ 

・良好事例については、今後も維持できるよう教育を継続していく。 

・マニュアルに照らして改善すべき事項は、訓練プレイヤーへ周知し、育成を行う。 
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２０２１年度 大飯原子力防災訓練
情報フロー

（訓練後の説明）

12

23

　添付－4　



発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

M95

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

M95

[ユニット指揮者補佐]

COP作成
②´概略系統図
②´設備状況シート
③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

電子ＷＢ

電子ＷＢ

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議
本店（中之島）

※３

ホットライン

書画資料
（ファイルサーバ）

電子ＷＢ
データ

電子ＷＢ
データ

※４

※４

2021改善
〇電子ホワイトボードによる情報共有の改善

（電子ＷＢの記載データを定期的Ｍ９５等へ
コピーし、閲覧可能箇所の拡大、過去ペー
ジ閲覧の容易化を図る。）

発電所⇔本店対策本部⇔ERC 情報共有方法 〔訓練後説明〕

社内ＴＶ会議

発電所

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

【即応センター情報チーム】

書画
ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

社内ＴＶ会議 プラント状況報告等

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＳＰＤＳ訓練模擬データ

ＥＲＳＳ訓練模擬データ

ＩＰ電話
ＩＰ‐ＦＡＸ

M95

社内TV会議

事業者ブース

OFC

ＴＶ会議

プラント班

・事業者派遣者
４名

シークレット
モードにて傍聴

官邸

①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

情報入手（各班）
①EAL判断
②事故・プラント状況
③対応戦略
④戦略の進捗状況

⑤ERCプラント班質問

① 通報・連絡
（FAX/電話）

通報・連絡
（FAX/電話）

情報連絡
（電話・メール）

回答
各班

リエゾン

M95

[ユニット指揮者補佐]

COP作成
②´概略系統図
②´設備状況シート
③´事故収束戦略

検討シート
[安管班]

②´ＳＦＰシート作成

⑤´情報・ＱＡメモ

国ＴＶ会議

即応センターとの情報共有

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練模擬データ

電子ＷＢ

電子ＷＢ

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ERSS

※１

※１

SPDS-Web

国ＴＶ会議
（本店即応センターＡ）

※２

※２

※３

社内ＴＶ会議
本店（中之島）

※３

ホットライン

書画資料
（ファイルサーバ）

電子ＷＢ
データ

電子ＷＢ
データ

※４

※４

2021改善
〇電子ホワイトボードによる情報共有の改善

（電子ＷＢの記載データを定期的Ｍ９５等へ
コピーし、閲覧可能箇所の拡大、過去ペー
ジ閲覧の容易化を図る。）

↓
良好：電子ＷＢの記載データを定期的に

データコピーし、閲覧可能箇所の拡大、
過去ページの閲覧容易化が図れた。
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①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練前説明〕

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文を作成

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑨着信確認（電話）

本店対策本部（若狭）

⑧通報文送信（FAX）

ホットライン QA対応者

⑦`発電所内で通報文を確認

⑩誤記があった場合の口頭連
絡（電話）

③’EAL情報の確認
（情報メモ）

①EALに関する情報共有（EAL事象発生の都度） 〔訓練後説明〕

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

通報・連絡
（NTT－電話・FAX）※

PSｳｫｯﾁｬｰ

情報班長

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班員

安全管理班員

⑤EAL該当確認・宣言

⑩本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑥本部内周知（口頭（マイク））

※ バックアップとして
ＩＰ-電話・ＦＡＸも配備

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室（当直課長）

①情報連絡
（電話）

②情報報告（口頭（マイク））

④判断情報報告（口頭（マイク）） ③EAL情報の確認

⑧本部内周知
口頭（マイク）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑨情報メモ作成

⑨情報
メモ

⑩口頭 （ＴＶ会議）
情報メモ（書画）

①SPDS監視
対外対応専任者

⑦情報班長は通報文を作成

⑦口頭（ＴＶ会議）

⑦口頭（ＴＶ会議）

対外通報連絡者

⑨着信確認（電話）

本店対策本部（若狭）

⑧通報文送信（FAX）

ホットライン QA対応者

⑦`発電所内で通報文を確認

⑩誤記があった場合の口頭連
絡（電話）

③’EAL情報の確認
（情報メモ）

訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のM95登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（M95）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

④COP

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて
COP３，４作成、M95登録

電子ＷＢ

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）ホットライン

QA対応者

①情報連絡（電話）

プラント状況収集

②事故・プラント状況に関する情報共有（プラント状況変化の都度） 〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑥口頭（TV会議）、COP（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡（電話）

③報告（口頭（マイク） 、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑦傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

保修班

対外対応専任者

④連絡
（マイク）

②各班
・活動内容のM95登録

情報管理（連絡窓口） リエゾン

⑤口頭、COP

⑤口頭（電話）、COP（M95）

⑥口頭、COP他
資料提供

⑦電子ファイル
印刷

①SPDS監視

放射線管理班

⑥口頭（TV会議）

⑥口頭（TV会議）

ユニット指揮者補佐

⑤時系列作成

④COP

電子ＷＢ

④ユニット指揮者補佐にて
COP３，４作成、M95登録

電子ＷＢ

⑨COP手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑧）ホットライン

QA対応者

①情報連絡（電話）

プラント状況収集 訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP
（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

③COP

⑨情報
メモ

⑨情報メモ

ホットライン
QA対応者

③事故収束対応戦略に関する情報共有（重大局面（10条、15条、炉心損傷等）の都度）
〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸
PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP
（M95）

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

②報告（口頭）

④報告・戦略立案（口頭（マイク） 、COP）

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

⑧情報メモ作成

⑩口頭、COP（ＴＶ会議）

保修班

情報管理（連絡窓口） リエゾン

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

①SPDS監視

③ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

⑥口頭（ＴＶ会議）

マイク常時ＯＮ
対外対応専任者

⑤戦略決定

⑥周知（マイク）

③COP

⑨情報
メモ

⑨情報メモ

ホットライン
QA対応者

訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練前説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（M95）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

保修班

④ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

ホットライン
QA対応者

④戦略の進捗状況に関する情報共有（戦略変更時等の都度） 〔訓練後説明〕

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

マイク常時ＯＮ

会話時マイクＯＮ

国ＴＶ会議

【即応センター情報チーム】

書画

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

発電所対策本部長

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

Ｍ９５

発電所

発電班

安全管理班

⑨本部内周知（情報メモ）

⑦口頭（ＴＶ会議）、COP（M95）
ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練

模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

ユニット指揮者

原子力設備班（情報係）

中央制御室／現場要員

①情報連絡
（電話）

③報告（口頭、COP）

⑤報告（口頭（マイク） 、COP）

社内ＴＶ会議

⑧傍聴

ERC説明者

ＩＣ補佐

本店対策本部長

インシデントコマンダー（IC）

保修班

④ユニット指揮者補佐にて
COP２作成、M95登録

対外対応専任者

情報管理（連絡窓口） リエゾン

②SPDS監視

⑧情報メモ作成

⑥口頭（ＴＶ会議）

⑪口頭、COP手書き更新（ＴＶ会議）

⑩COP一部手書き更新
（元ネタ：PSｳｫｯﾁｬｰ情報⑨）

⑥戦略変更の決定

⑦周知（マイク）

③COP

④口頭、COP

④口頭（電話）、COP（M95）

⑤口頭、COP他
資料提供

⑫電子ファイル
印刷

⑨情報
メモ

⑦報告（口頭（マイク）、
COP（M95））

ホットライン
QA対応者

訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練前説明〕

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①質問 （口頭
（TV会議））

⑫回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

④回答作成依頼
（電話）

関係班

⑥必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（電話）

⑤回答作成依頼
（口頭（電話））

⑨回答連絡（口頭（電話））

⑦回答連絡（口頭（電話））

⑧所管の班・係
M95に回答入力

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

②情報、M95入力

⑬口頭（電話、QAメモ） ⑭回答
（口頭（QAメモ）

②ＱＡのM95入力
連絡（口頭）

⑪ＱＡ
（M95確認）

マイク常時ＯＮ

③QAのM95入力
【即応センター情報チーム】

Ｍ９５

ホットライン

QA対応者

⑤ＥＲＣプラント班からの質問への回答（都度） 〔訓練後説明〕

社内ＴＶ会議

本店対策本部（若狭）

ＥＲＣ

会話時マイクＯＮ
国ＴＶ会議

書画

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

ＥＲＳＳ訓練
模擬データ

即応センター
との情報共有

官邸

PSｳｫｯﾁｬｰ

社内ＴＶ会議

ＳＰＤＳ訓練
模擬データ

Ｍ９５

発電所

ＳＰＤＳ-Ｗｅｂ訓練
模擬データ

ERSS

SPDS-Web

社内ＴＶ会議

本店（中之島）

情報管理（連絡窓口） リエゾン

①質問 （口頭
（TV会議））

⑫回答 （TV会議、
QAメモ （書画））

④回答作成依頼
（電話）

関係班

⑥必要に応じて回答
照会（口頭（電話））

①質問（口頭）

発電班

保修班

安全管理班

放射線管理班

広報班

総務班

情報班

広報班（広報係）

住民対応チーム他

現地支援チーム

③口頭

ERC説明者/情報管理

共通班（各係）

原子力設備班（各係）

⑩回答連絡
（電話）

⑤回答作成依頼
（口頭（電話））

⑨回答連絡（口頭（電話））

⑦回答連絡（口頭（電話））

⑧所管の班・係
M95に回答入力

原子力設備班
（情報係）

国ＴＶ会議
（本店即応センターＢ）

②情報、M95入力

⑬口頭（電話、QAメモ） ⑭回答
（口頭（QAメモ）

②ＱＡのM95入力
連絡（口頭）

⑪ＱＡ
（M95確認）

マイク常時ＯＮ

③QAのM95入力
【即応センター情報チーム】

Ｍ９５

ホットライン

QA対応者

訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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ＰＳ
対外対応専任者 ＴＶ会議

ＰＳｳｫｯﾁｬｰ 情報メモ
１－３複写

室
内
音
声

即応Ｃ
Ａ部屋

即応Ｃ
情報係

安全支援係

・通報票
・事象進展予測等

ＣＯＰ、
リエゾン担当者ＰＳ

対策本部

サーバ
登録

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

ＥＲＣ説明者
①

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

担当者

・Ｗ
Ｂ
板
書

・書
画
資
料
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

チーム長
（部長）

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、 必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前説明】

帳
票

ＥＲＣ
説明

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

・情
報
の
メ
モ
化

メモ３

ＥＲＣ説明
全体統括
（部長）

ＩＷＢ

ＱＡ担当①

・Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
等
監
視

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
手
書
き
更
新

ＰＳ
対策本部

・プ
ラ
ン
ト

情
報

・プ
ラ
ン
ト

情
報

手書き
ＣＯＰ

ＣＯＰ

Ｅ
Ｒ
Ｃ

リ
エ
ゾ
ン
連
絡

ＥＲＣ
備付資料

メモ１

手書きＣＯＰ

ＥＲＣ備付資料

メモ１転送

メ
モ
３
転
送

メモ３転送

情
報

だ
し

・ＳＰＤＳ等監視
・情報整理

発話サポート

ＥＲＣ
リエゾン

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
印
刷
配
布

・説
明
フ
ォ
ロ
ー

・リ
エ
ゾ
ン
Ｑ
Ａ
窓
口

※

※

ＰＳ
対外対応専任者 ＴＶ会議

ＰＳｳｫｯﾁｬｰ 情報メモ
１－３複写

室
内
音
声

即応Ｃ
Ａ部屋

即応Ｃ
情報係

安全支援係

・通報票
・事象進展予測等

ＣＯＰ、
リエゾン担当者ＰＳ

対策本部

サーバ
登録

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

ＥＲＣ説明者
①

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

担当者

・Ｗ
Ｂ
板
書

・書
画
資
料
の

Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

チーム長
（部長）

・ＥＲＣ対応の全体を監視し、 必要な監督・フォロー
（２人同時に席を外さない）

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後説明】

帳
票

ＥＲＣ
説明

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

・情
報
の
メ
モ
化

メモ３

ＥＲＣ説明
全体統括
（部長）

ＩＷＢ

ＱＡ担当①

・Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
等
監
視

・Ｅ
Ｒ
Ｃ
備
付
資
料

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
手
書
き
更
新

ＰＳ
対策本部

・プ
ラ
ン
ト

情
報

・プ
ラ
ン
ト

情
報

手書き
ＣＯＰ

ＣＯＰ

Ｅ
Ｒ
Ｃ

リ
エ
ゾ
ン
連
絡

ＥＲＣ
備付資料

メモ１

手書きＣＯＰ

ＥＲＣ備付資料

メモ１転送

メ
モ
３
転
送

メモ３転送

情
報

だ
し

・ＳＰＤＳ等監視
・情報整理

発話サポート

ＥＲＣ
リエゾン

・Ｃ
Ｏ
Ｐ
印
刷
配
布

・説
明
フ
ォ
ロ
ー

・リ
エ
ゾ
ン
Ｑ
Ａ
窓
口

※

※

訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ担当者
①

ＥＲＣ説明
全体統括

部長

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前説明】

ＱＡ対応

・軽微なリエゾン質問への回答作成
・ＱＡ登録、ＱＡリスト管理（M95による）

即応Ｃ
情報係

ＥＲＣ説明者
①

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班回答

ＱＡ担当者
②

即応Ｃ
回答作成箇所

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

・M95へＱＡ登録

質問聞き取り

・
質
問
回
答
依
頼

・質問回答依頼

・M95へＱＡ登録（リエゾン質問）

【凡例】
M95 ： 情報共有システム

ＱＡホットライン

発電所
対策本部

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

発電所への
問い合わせ

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

ＱＡ担当者
①

ＥＲＣ説明
全体統括

部長

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後説明】

ＱＡ対応

・軽微なリエゾン質問への回答作成
・ＱＡ登録、ＱＡリスト管理（M95による）

即応Ｃ
情報係

ＥＲＣ説明者
①

回
答

質問

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班回答

ＱＡ担当者
②

即応Ｃ
回答作成箇所

回答

回答

ＣＯＰ、
リエゾン対応者

Ｅ
Ｒ
Ｃ
リ
エ
ゾ
ン

リエゾン質問

リエゾン回答

・M95へＱＡ登録

質問聞き取り

・
質
問
回
答
依
頼

・質問回答依頼

・M95へＱＡ登録（リエゾン質問）

【凡例】
M95 ： 情報共有システム

ＱＡホットライン

発電所
対策本部

ＥＲＣ説明者
②

ＥＲＣ説明者
③

発電所への
問い合わせ

訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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ＥＲＣプラント班

ＥＲＣ
説明者③

・
初
動
時
手
書
き
Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

手書き
ＣＯＰ

ＷＢ
担当

送付要請

・
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

スキャン後返却

ＰＤＦ

ＫＩＮＤネット ファイルサーバ
・
自
動
保
存

・
自
動
フ
ァ
イ
ル
名

「
日
付
＋
時
間
」

連絡要請
ＣＯＰ・

リエゾン
担当

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
内
容
確
認

・
ス
キ
ャ
ン
結
果
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
再
ス
キ
ャ
ン
依
頼

印刷要請

・送付ファイル概要
・ファイル名 をＴＥＬ

ＥＲＣ
リエゾン

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ＥＲＣ
説明者②

ＥＲＣ
説明者①

手書き
ＣＯＰ

・説明時に渡す
・説明後返却

Ｔ
Ｖ
会
議
対
応
者

書画表示・口頭説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

各
チ
ー
ム

本フローは、
①初動時の手書きＣＯＰ

を代表例として具体化したもの。

上記以外にＥＲＣからの要請に
より追加で資料送付が発生する
場合は、「ＷＢ担当」へ送付要請
を行い、以降は同様のフローとす
る。

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練前説明】

書画資料のＥＲＣ送付方法

ＥＲＣプラント班

ＥＲＣ
説明者③

・
初
動
時
手
書
き
Ｃ
Ｏ
Ｐ
作
成

手書き
ＣＯＰ

ＷＢ
担当

送付要請

・
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化

スキャン後返却

ＰＤＦ

ＫＩＮＤネット ファイルサーバ
・
自
動
保
存

・
自
動
フ
ァ
イ
ル
名

「
日
付
＋
時
間
」

連絡要請
ＣＯＰ・

リエゾン
担当

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
内
容
確
認

・
ス
キ
ャ
ン
結
果
に
不
備
が
あ

れ
ば
、
再
ス
キ
ャ
ン
依
頼

印刷要請

・送付ファイル概要
・ファイル名 をＴＥＬ

ＥＲＣ
リエゾン

・
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ＥＲＣ
説明者②

ＥＲＣ
説明者①

手書き
ＣＯＰ

・説明時に渡す
・説明後返却

Ｔ
Ｖ
会
議
対
応
者

書画表示・口頭説明

Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班

各
チ
ー
ム

本フローは、
①初動時の手書きＣＯＰ

を代表例として具体化したもの。

上記以外にＥＲＣからの要請に
より追加で資料送付が発生する
場合は、「ＷＢ担当」へ送付要請
を行い、以降は同様のフローとす
る。

即応Ｃ情報チーム情報フロー【訓練後説明】

書画資料のＥＲＣ送付方法
訓練結果：

情報フローを踏まえ、特段の支
障なく情報共有ができた。
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別添－１ 

1 
 

防災訓練主要シナリオと ERC 説明実績 

１．（１）大飯発電所１，２，３，４号機 防災訓練主要シナリオと ERC 説明実績 

  

時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL COP 発行 ERC 説明実績（時間は説明時間） 

事象 

発生前 

廃止措置段階 定格熱出力一定運転中 定格熱出力一定運転中    

13:00 地震発生(おおい町：震度５弱) 

 

地震発生(おおい町：震度５弱) 

 

地震発生(おおい町：震度５弱) 

 

  13:15 主要メンバー参集済、IWBを P/S と

接続完了 

 

13:30 おおい町：震度６弱 

・外部電源喪失 

・2A-DG 起動成功 

・SFP 水位低下確認（中央） 

おおい町：震度６弱 

・原子炉自動停止 

・外部電源喪失 

・A,B-DG 自動起動成功 

・RCS からの LOCA 発生 

・T/D および A,B-M/DAFWP にて SG 給

水中 

おおい町：震度６弱 

・原子炉自動停止 

・外部電源喪失 

・A-DG 自動起動成功 

・B-DG 自動起動するも即トリップ 

・T/D および A-M/DAFWP にて SG 給水

中 

AL 

(地震) 

 13:25 ERC 即応チーム全員参集 

13:31【ERC との TV 会議開始】 

13:32 メンバー紹介、TV会議不調時の連

絡先を共有 

13:34 3u プラント状況・初動対応説明 

13:37 4u プラント状況・初動対応説明 

 

13:32  ・ECCS 作動 

→A,B-高圧注入開始 

・A,B-CHP 故障停止 

・C-CHP 手動起動も即トリップ 

 3u AL21 

3u AL42 

 13:39 他サイトのプラント状況説明 

13:42 3u SI 信号作動条件説明 

13:44 3u AL21,AL42（13:37 判断） 

13:45  ・A-DG 故障停止 ・A-M/DAFWP 故障停止 4u AL24 

4u AL25 

 13:45 3u A-DG トリップ 

13:48 3u AL25 予告 

13:49 4u AL25（13:45 判断） 

13:50 4u AL24（13:47 判断） 

13:50  ・3u 電源車 2台および予備の電源車

1台の転倒発見 

・4u 電源車 2台の転倒発見 

・A～D-SG 全水位計故障 

（指示ダウン） 

  13:54 3u 備付資料で今後の戦略説明 

13:56 1u-4u SFP シート説明 

13:58 4u SG 補給用仮設中圧ポンプ故障

(13:45) 

13:58 4u 全ての SG水位計の監視不能 

14:00    3u AL25 14:00 

3-4uCOP① 

14:00 SFP① 

14:02 3u AL25（14:00 判断） 

14:03 3u4u COP2 で今後の戦略説明 

14:06 3u4u 電源車 5台すべて転倒で使用

不可、アクセスルート問題なし 

14:10   ・可搬型計測器による A～D-SG 水位

採取および監視開始 

・A,B-空冷 DG 起動不可 

  14:08 3u4u ERSS でプラント状況説明 

14:11 3u4u 電源状況説明 

14:13 4u 空冷 DG 起動不可(14:10) 

14:15  ・B-SIP 故障停止  3u SE21  14:16 3u B-SIP トリップ 

14:18 3u SE21 (14:17 判断) 

14:19 10 条確認会議（14:22 確認） 

14:20 ・設備点検中に作業要員（２名）が

1号機管理区域内にて負傷 

→医療スタッフが現場へ移動中 

・主蒸気逃がし弁による１次冷却系

急速冷却開始 

   14:23 RCS の急速冷却を開始 

14:27 3u 炉心損傷予測説明（15:47 頃） 

14:29 12u 負傷者情報 

14:30   ・可搬型計測器による A～D-SG 狭域

水位測定不可 

 14:30  

3uCOP② 

14:30 4u 可搬型計測器で SG水位測定開

始(14:17)狭域のみ、全て 30.9% 

14:33 電源車の要請実施(14:17) 

14:35  ・ディーゼル消火ポンプの注水ライ

ンの弁故障 

   14:36 3u 所内電源状況説明 

14:39 3u ディーゼル消火ポンプ故障 
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2 

  

時刻 プラント事象（大飯１，２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL COP 発行 ERC 説明実績（時間は説明時間） 

14:40  ・恒設代替低圧注水ポンプの準備遅

延（準備中に弁ボンネットより漏れ

確認） 

   14:40 4u 可搬型計測器による SG水位監

視不能。現地ペネでの測定準備(14:37) 

14:43 3u 恒設代替低圧注水 Pの準備遅延 

14:45  ・B-DG 故障停止→SBO 

・B-RHRP 停止（電源なし） 

・B-M/DAFWP 停止（電源なし） 

 3u GE21 

3u AL24 

 14:46 3u B-DG トリップ(14:45) 

14:47 3u GE21 (14:45 判断→修正 14:47) 

14:48 15 条認定会議（14:51 認定） 

14:52 3u AL24 (14:49 判断) 

14:50  ・ A,B-空冷 DG から A,B 安全系母線

受電しゃ断器投入不可 

・T/D-AFWP 不調兆候（流量低下）   14:53 3u SE25 予告 

14:54 3u COP2 で戦略説明 

14:56 4u 14:50 から T/D-AFWP 流量低下 

15:00   ・可搬型計測器（PEN）による A～D-

SG 狭域水位採取および監視開始 

 15:00 3uCOP

③,4uCOP② 

15:00 SFP② 

15:01 3u COP4 で戦略説明 

15:05 4u 可搬型計測器（PEN）での SG狭

域水位測定開始 (15:00) 

15:06 3u ERSS でプラント状況説明 

15:08 3u4u COP2 で戦略説明 

15:13 3u 炉心損傷予測説明 (16:14 に延

びた） 

15:15 4u SG 広域水位 10％到達予想 

15:15    3u SE25  15:19 3u SE25(15:15 判断)、GE25 予告 

15:20 ・負傷者情報続報（負傷者２名とも

汚染あり） 

→除染措置。医療機関へ搬送判断 

    15:22 3u 恒設代替低圧注水 Pの出口弁修

理について方針決定 

15:24 12u 負傷者続報(2名汚染あり) 

15:26 4u プラント状況説明 

15:28 4u SE24 予告 

15:30   ・T/D-AFWP 故障停止（全給水喪失）   15:31 4u T/D-AFWP トリップ 

15:33【国 緊急事態と判断】 

15:36 3u プラント状況説明 

15:38 3u 15:20 現在の電源状況説明 

15:45   ・可搬型計測器による A～D-SG 狭域

水位測定不可 

3u GE25 

4u SE24 

 15:45 3u 炉心損傷予測説明 

15:46 3u GE25(15:45 判断) 

15:49 4u COP2 で戦略説明 

15:50 4u SG 狭域水位測定不可(現地ペネ) 

15:51 4u SE24(15:48 判断) 

15:50 ・負傷者情報続報（小浜病院へ搬送

準備） 

    15:52 3u プラント状況と戦略説明 

15:56 4u プラント状況説明 

15:55  ・恒設代替低圧注水ポンプ準備完了    15:57 3u 恒設代替低圧注水 Pの出口弁復

旧完了 

16:00 3u プラント状況説明 

16:00  ・恒設代替低圧注水ポンプによる代

替炉心注水開始 

  16:00 3uCOP

④,4uCOP③ 

16:00 SFP③ 

16:02 3u 恒設代替低圧注水 Pによる代替

炉心注水開始 

16:04 4u プラント状況説明 

16:06 3u COP2 で今後の戦略説明 

16:09 4u COP2 で今後の戦略説明 

16:13 訓練終了 
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１．（２）ERC 説明における書画画面の活用状況（大飯発電所） 注：時間は参考値（訓練ビデオの画面抽出時間） 

 
 

１３：３３ 連絡先の確認 １３：３４ 大飯３号 プラント状況説明 [ERSS] １３：３７ 大飯４号 プラント状況説明 [ERSS] 

   
１３：３９ 高浜・美浜 他サイトの状況説明 [地震シート] １３：４１ 大飯３号 プラント状況説明 [手書きメモ] １３：４４ 大飯３号 ＡＬ２１ [EAL 判断フロー] 
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１３：４４ 大飯３号 ＡＬ４２ [EAL 判断フロー] １３：４５ 大飯３号 Ａ－ＤＧトリップ [ERSS] １３：４８ 大飯３号 ＡＬ２５予告 [EAL 判断フロー]  

   
１３：４９ 大飯４号 ＡＬ２５ [EAL 判断フロー] １３：５０ 大飯４号 ＡＬ２４ [EAL 判断フロー] １３：５４ 大飯３号 戦略説明 [炉心冷却の維持Ⅰ] 
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１３：５６ 大飯１－４号 ＳＦＰ状況説明 １３：５９ 大飯４号 プラント状況説明 [ERSS] １４：０２ 大飯３号 ＡＬ２５ [EAL 判断フロー] 

   
１４：０３ 大飯３号 戦略説明 [COP2(手書き)] １４：０５ 大飯４号 戦略説明 [COP2] １４：０６ 大飯４号 空冷ＤＧ起動準備ほか 

   

37



6 

 

 
  

１４：０７ 大飯３，４号 電源車５台すべて転倒 １４：０８ 大飯３号 プラント状況説明 [ERSS] １４：１０ 大飯４号 プラント状況説明 [ERSS] 

   
１４：１１ 大飯３，４号 電源状況説明 [電源系統図] １４：１４ 大飯４号 状況、戦略説明 [COP4(手書き)] １４：１８ 大飯３号 ＳＥ２１ [EAL 判断フロー] 
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１４：２３ 大飯３号 炉心注水の戦略説明 [炉心冷却の維持Ⅰ] １４：２７ 大飯３号 炉心損傷予測 [事象進展予測シート] １４：２９ 大飯１,２号 負傷者情報 

   
１４：３０ 大飯４号 可搬型計測器でＳＧ狭域水位測定 １４：３６ 大飯３号 電源供給状況 １４：３８ 大飯３号 戦略説明 [COP2(手書き)] 
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１４：４０ 大飯４号 ＳＧ狭域水位監視不能、代替測定準備 １４：４３ 大飯３号 恒設代替注入 Pの準備遅延 １４：４７ 大飯３号 ＧＥ２１ [EAL 判断フロー] 

   
１４：５２ 大飯３号 ＡＬ２４ [EAL 判断フロー] １４：５４ 大飯３号 戦略説明 [COP2(手書き)] １４：５６ 大飯４号 プラント状況説明 [ERSS] 
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１４：５９ 大飯３号 状況、戦略説明 [手書きメモ] １５：０１ 大飯３号 状況、戦略説明 [COP4] １５：０５ 大飯４号 ＳＧ狭域水位測定結果 

   
１５：０８ 大飯３号 戦略説明 [COP2] １５：１０ 大飯４号 戦略説明 [COP2] １５：１２ 大飯４号 ＳＧ狭域水位０％時刻推定 
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１５：１３ 大飯３号 炉心損傷予測更新 [事象進展予測シート] １５：１６ 大飯４号 ＳＧ広域水位１０％到達予測と今後の戦略 １５：１９ 大飯３号 ＳＥ２５判断、ＧＥ２５予告 

   
１５：２１ 大飯４号 フィード＆ブリード手順説明 [備付資料] １５：２２ 大飯３号 恒設代替注入 Pの修理方針決定 １５：２４ 大飯１,２号 負傷者情報（２名汚染あり） 
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１５：２７ 大飯４号 ＳＧ水位計 [備付資料] １５：３２ 大飯４号 ＳＥ２４予告 [EAL 判断フロー] １５：３６ 大飯３号 プラント状況説明 [ERSS] 

   
１５：３８ 大飯３号 Ａ空冷ＤＧ故障 １５：４０ 大飯３号 受電しゃ断器説明 [電源系統図] １５：４３ 大飯３号 プラント状況説明 [ERSS] 
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１５：４５ 大飯３号 炉心損傷予測 [事象進展予測シート] １５：４６ 大飯３号 ＧＥ２５ [EAL 判断フロー] １５：４９ 大飯４号 戦略説明 [COP2(手書き)] 

   
１５：５１ 大飯４号 ＳＥ２４ [EAL 判断フロー] １５：５４ 大飯３号 戦略説明 [COP2(手書き)] １５：５６ 大飯４号 プラント状況説明 [ERSS] 
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１５：５７ 大飯３号 出口弁復旧完了 [COP2(手書き)] １６：０２ 大飯３号 代替炉心注水開始 １６：０６ 大飯４号 今後の戦略説明 [COP2(手書き)] 

   
１６：０９ 大飯３号 今後の戦略説明 [COP2(手書き)]   
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参考資料２

大飯発電所 防災訓練主要シナリオと EAL 発信の妥当性について 

時刻 プラント事象（大飯１、２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL 説明 EAL 判断の妥当性 
EAL 

判断時刻 

 廃止措置段階 定格熱出力一定運転中 定格熱出力一定運転中     

13:00 地震発生（おおい町：震度５弱） 地震発生（おおい町：震度５弱） 地震発生（おおい町：震度５弱）     

13:30 地震発生（おおい町：震度６弱） 

 
・外部電源喪失 

・２Ａ－ＤＧ起動成功 

・ＳＦＰ水位低下確認 

地震発生（おおい町：震度６弱） 

 
・原子炉自動停止 

・外部電源喪失 

・Ａ，Ｂ－ＤＧ起動成功 
・Ｔ／ＤおよびＡ，Ｂ－Ｍ／ＤＡＦＷＰ起動 
・ＲＣＳバウンダリからの小漏えい発生 

地震発生（おおい町：震度６弱） 

 
・原子炉自動停止 

・外部電源喪失 

・Ａ－ＤＧ起動成功 
・Ｂ－ＤＧ起動失敗 
・Ｔ／ＤおよびＡ－Ｍ／ＤＡＦＷＰ起動 

    

13:32  ・ＥＣＣＳ作動 
・Ａ，Ｂ－ＳＩＰによる高圧注入開始 

・Ａ，Ｂ-ＣＨ／ＳＩＰ故障停止、Ｃ―ＣＨ／Ｓ
ＩＰ手動起動失敗 

 3uAL21 
  AL42 

【AL21】 
非常用炉心冷却装置の作

動を必要とする原子炉冷却
材の漏えいが発生 
AL42 

原子炉冷却材の漏えいによ
り加圧器圧力が非常用炉心
冷却装置の作動を必要とす

る設定圧力または設定水位
以下 

【AL21、AL42】 
原子炉冷却材の漏えいにより加圧器圧力が非常

用炉心冷却装置の作動を必要とする設定圧力
または設定水位以下を確認したことから、13:37
に 3u ユニット指揮者が AL21、AL42 を判断し

た。 
 

AL21、AL42：訓練プレイヤーが実時間で 

判断を実施。判断は妥当と考える 
 

13:37 

13:45  ・Ａ－ＤＧ故障停止 

・Ａ－ＳＩＰ停止 
・Ａ－Ｍ／ＤＡＦＷＰ停止 

・Ａ－Ｍ／ＤＡＦＷＰ故障停止 4uAL24 

  AL25 

【AL24】 

蒸気発生器へのすべての主
給水が停止し、補助給水ポ
ンプが１台しか起動できない 

AL25 
非常用交流高圧母線喪失ま
たは喪失のおそれ 

【AL24】 

蒸気発生器へのすべての主給水が停止し、補助
給水ポンプが１台（タービン動補助給水ポンプ）し
か起動していないことを確認したことから、13:47

に 4u ユニット指揮者が AL24 を判断した。 
【AL25】 
所内非常用高圧母線が１系統となり、当該母線

への供給電源が１系統（非常用ディーゼル発電
機）となり、その状態が１５分間以上継続したこと
から、13:45 に４u ユニット指揮者が AL25 を判

断した。 
 

AL24、AL25：訓練プレイヤーが実時間で 

判断を実施。判断は妥当と考える 
 

AL24 

13:47 
 
AL25 

13:45 
 

13:50   ・Ａ～Ｄ－ＳＧ全水位計故障 
（指示ダウン） 

    

14:00    3uAL25 【AL25】 

非常用交流高圧母線喪失ま
たは喪失のおそれ 

【AL25】 

所内非常用高圧母線が１系統となり、当該母線
への供給電源が１系統（非常用ディーゼル発電
機）となり、その状態が１５分間以上継続したこと

から、14:00 に 3u ユニット指揮者が AL25 を判
断した。 
 

AL25：訓練プレイヤーが実時間で判断を 
実施。判断は妥当と考える 

14:00 
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時刻 プラント事象（大飯１、２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL 説明 EAL 判断の妥当性 
EAL 

判断時刻 

14:10   ・可搬型計測器によるＡ～Ｄ－ＳＧ水位
採取および監視開始 

・Ａ，Ｂ－空冷ＤＧ起動不可 

    

14:15  ・Ｂ－ＳＩＰ故障停止  3uSE21 【SE21】 

原子炉冷却材漏えい時にお
ける非常用炉心冷却装置に
よる一部注水不能 

【SE21】 

非常用炉心冷却装置の作動を必要とする１次冷
却材の漏えいが発生した状態で、すべての高圧
注入ポンプが起動しない状態を確認したことか

ら、14:17 に 3u ユニット指揮者が SE21 を判断
した。 
 

SE21：訓練プレイヤーが実時間で判断を 
実施。判断は妥当と考える 

 

14:17 

14:20  ・主蒸気逃がし弁による１次冷却系急速
冷却開始 

     

14:30   ・可搬型計測器によるＡ～Ｄ－ＳＧ狭域
水位測定不可 

    

14:45  ・Ｂ－ＤＧ故障停止 

・全交流電源喪失発生 
・Ｂ－ＲＨＲＰ停止 
・Ｂ－Ｍ／ＤＡＦＷＰ停止 

 3uGE21 

  AL24 

【GE21】 

ECCS の作動を必要とする
LOCA が発生した場合におい
て、すべての高圧注入ポンプ

およびすべての余熱除去ポ
ンプが起動できない 
【AL24】 

蒸気発生器へのすべての主
給水が停止し、補助給水ポ
ンプが１台しか起動できない 

【GE21】 

非常用炉心冷却装置の作動を必要とする１次冷
却材の漏えいが発生した状態で、すべての高圧
注入ポンプおよびすべての余熱除去ポンプが起

動しない状態を確認したことから、14:47 に 3u
ユニット指揮者が GE21 を判断した。 
【AL24】 

蒸気発生器へのすべての主給水が停止し、補助
給水ポンプが１台（タービン動補助給水ポンプ）し
か起動していないことを確認したことから、14:47

に 3u ユニット指揮者が AL24 を判断した。 
 

GE21、AL24：訓練プレイヤーが実時間で 

判断を実施。判断は妥当と考える 
 

14:47 

14:50  ・Ａ，Ｂ－空冷ＤＧから４-３Ａ，Ｂ母線へ
給電を試みるも、受電しゃ断器の故障に
より給電不能 

・Ｔ／Ｄ－ＡＦＷＰ不調兆候 
（流量低下） 

    

15:00   ・可搬型計測器（ＰＥＮ）によるＡ～Ｄ－Ｓ
Ｇ狭域水位採取および監視開始 

    

15:15    3uSE25 【SE25】 
非常用交流高圧母線の３０

分間以上喪失 

【SE25】 
すべての所内非常用交流高圧母線からの電気

の供給が停止し、その状態が３０分以上継続した
ことから、15:15 に 3u ユニット指揮者が AL25 を
判断した。 

 
AL25：訓練プレイヤーが実時間で判断を 
実施。判断は妥当と考える 

 

15:15 
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時刻 プラント事象（大飯１、２号） プラント事象（大飯３号） プラント事象（大飯４号） EAL EAL 説明 EAL 判断の妥当性 
EAL 

判断時刻 

15:30   ・Ｔ／Ｄ－ＡＦＷＰ故障停止     

15:45   ・可搬型計測器によるＡ～Ｄ－ＳＧ狭域

水位測定不可 

3uGE25 

4uSE24 

【GE25】 

非常用交流高圧母線の１時
間以上喪失 
【SE24】 

蒸気発生器へのすべての主
給水が停止し、すべての蒸
気発生器の狭域水位が０％

未満となり、かつ補助給水ポ
ンプがすべて起動しない 

【GE25】 

すべての所内非常用交流高圧母線からの電気
の供給が停止し、その状態が１時間以上継続し
たことから、15:45 に 3u ユニット指揮者が AL25

を判断した。 
【SE24】 
非蒸気発生器へのすべての主給水が停止し、す

べての蒸気発生器の狭域水位が０％未満にな
り、かつ補助給水ポンプがすべて起動しない状
態を確認したことから、15:48 に 4u ユニット指揮

者が SE24 を判断した。 
 

GE25、SE24：訓練プレイヤーが実時間で 

判断を実施。判断は妥当と考える 
 

GE25 

15:45 
 
SE24 

15:48 

16:00  ・恒設代替低圧注水ポンプによる代替炉
心注水開始 
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２０２１年 大飯発電所事業者訓練 原災法通報一覧（実績） 

Ｎｏ． 
判断時刻 

（シナリオ想定） 
通報時刻 通報票の種類・ＥＡＬ事象 ＥＡＬ事象の概要 

０報 

事前付与 
１３：００ １３：０５頃 

地震メモ（大飯（高浜、美浜）） 

<地震発生（震度５弱）> 
－ 

０報“ 

事前付与 

１３：３０ １３：３５頃 
地震メモ（大飯（高浜、美浜）） 

<地震発生（震度６弱）> 
－ 

－ １３：４０頃 
トラブル等連絡票 

地震状況の連絡 
地震発生に伴う原子炉自動停止（大飯３，４号機・高浜３，４号機） 

１報 
１３：３７ 

（１３：３２） 
１３：４１ 

警戒事態該当事象発生連絡 

３号機 ＡＬ２１ 

<原子炉冷却材の漏えい> 

非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生 

警戒事態該当事象発生連絡 

３号機 ＡＬ４２ 

<単一障壁の喪失または喪失のおそれ> 

原子炉冷却材の漏えいにより加圧器圧力が非常用炉心冷却装置の作動を必要

とする設定圧力以下 

２報 

AL25 13:45 

AL24 13:47 

（１３：４５） 

１３：５３ 

警戒事態該当事象発生連絡 

４号機 ＡＬ２４ 

<蒸気発生器給水機能喪失のおそれ> 

蒸気発生器へのすべての主給水が停止し、補助給水ポンプが１台（タービン動

補助給水ポンプ）しか起動しない 

警戒事態該当事象発生連絡 

４号機 ＡＬ２５ 

<非常用交流高圧母線喪失または喪失のおそれ> 

所内非常用高圧母線が１系統となり、当該母線への供給電源が１系統（非常用

ディーゼル発電機）となり、その状態が１５分間以上継続 

３報 
１４：００ 

（１４：００） 
１４：０２ 

警戒事態該当事象発生連絡 

３号機 ＡＬ２５ 

<非常用交流高圧母線喪失または喪失のおそれ> 

所内非常用高圧母線が１系統となり、当該母線への供給電源が１系統（非常用

ディーゼル発電機）となり、その状態が１５分間以上継続 

４報 
－ 

（－） 
１４：１４ 

警戒事態発生後の経過連絡 

３号機 警戒事象通報続報（第１報） 
 

５報 
１４：１７ 

（１４：１５） 

１４：２１ 

初ＳＥ 

特定事象発生通報（原子炉施設） 

３号機 ＳＥ２１ 

<原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置

による一部注水不能> 

 

非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生した場

合において、すべての高圧注入ポンプが起動できない 
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Ｎｏ． 
判断時刻 

（シナリオ想定） 
通報時刻 通報票の種類・ＥＡＬ事象 ＥＡＬ事象の概要 

６報 
－ 

（－） 
１４：３３ 

応急措置の概要（原子炉施設） 

４号機 警戒事象通報続報（第１報） 
－ 

７報 
１４：４７ 

（１４：４５） 

１４：５１ 

初ＧＥ 

特定事象発生通報（原子炉施設） 

３号機 ＧＥ２１ 

<原子炉冷却材漏えい時における非常用炉心冷却装置

による注水不能> 

非常用炉心冷却装置の作動を必要とする原子炉冷却材の漏えいが発生した場

合において、すべての高圧注入ポンプおよびすべての余熱除去ポンプが起動

できない 

８報 
１４：４７ 

（１４：４５） 
１４：５５ 

警戒事態該当事象発生連絡 

３号機 ＡＬ２４ 

<蒸気発生器給水機能喪失のおそれ> 

蒸気発生器へのすべての主給水が停止し、補助給水ポンプが１台（タービン動

補助給水ポンプ）しか起動しないため 

９報 

欠番 
－ － 

通報システムのエラーにより、第１０報として再送。 

第９報は欠番とし、ＥＲＣへＴＥＬ説明済。 
－ 

１０報 
－ 

（－） 
１５：１０ 

応急措置の概要（原子炉施設） 

３号機 ２５条報告（第１報） 
－ 

１１報 
１５：１５ 

（１５：１５） 
１５：１９ 

特定事象発生通報（原子炉施設） 

３号機 ＳＥ２５ 

<非常用交流高圧母線の３０分間以上喪失> 

すべての非常用交流高圧母線からの電気の供給が停止し、その状態が３０分

間以上継続 

１２報 
－ 

（－） 
１５：２７ 

応急措置の概要（原子炉施設） 

４号機 警戒事象通報続報（第２報） 
－ 

１３報 
１５：４５ 

（１５：４５） 
１５：４８ 

特定事象発生通報（原子炉施設） 

３号機 ＧＥ２５ 

<非常用交流高圧母線の１時間以上喪失> 

すべての非常用交流高圧母線からの電気の供給が停止し、その状態が１時間

以上継続 

１４報 
１５：４８ 

（１５：４５） 
１５：５５ 

特定事象発生通報（原子炉施設） 

４号機 ＳＥ２４ 

<蒸気発生器給水機能の喪失> 

蒸気発生器へのすべての主給水が停止し、すべての蒸気発生器の狭域水位

が０％未満になり、かつ補助給水ポンプがすべて起動しない 

１５報 
－ 

（－） 
１６：０７ 

応急措置の概要（原子炉施設） 

３号機 ２５条報告（第２報） 
－ 

１６：２０    防災訓練終了 
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1

The Kansai Electric Power Co., Inc.

3号機 代替炉心注水手段の故障・準備遅延、等

シナリオ判断分岐の概要

プレーヤの能⼒向上を促すため、本訓練のシナリオにおいては、手順にない判断が必要となるポイント
（判断分岐）を設定した。また、プレーヤを対象とした訓練評価チェックシートに評価項目を追加し、判断
分岐のポイントごとに、プレーヤのふるまいを検証した。
検証の結果、判断分岐のポイントにおいて、プレーヤが適切な対応をとれていたことを確認した。
なお、プレーヤが誤った判断をした場合は、コントローラ宣⾔による訓練進⾏の修正を⾏うとしていたが、

本訓練において、コントローラによる進⾏の修正が必要となる場面は無かった。

判断分岐とねらいの設定

4号機 蒸気発生器水位計の計器故障、等
２ ３～

判断分岐の検証項目

3号機 ２項目、 ４号機 ５項目 ４

判断分岐の検証方法・結果

訓練評価チェックシートへの評価項目の追加 ５

判断分岐の検証結果（詳細）

６ ８～訓練評価シート等に基づく対応実績の確認

5週間前
説明の
再掲
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

判断分岐とねらいの設定（５週前面談資料添付10再掲）
3号機 代替炉心注水手段の故障・準備遅延
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The Kansai Electric Power Co., Inc.

判断分岐とねらいの設定（５週前面談資料添付10再掲）
4号機 蒸気発生器水位計の計器故障
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ねらい① 恒設代替低圧注⽔ポンプの早期復旧検討を指⽰
炉心注水のラインナップに要する時間や輻輳する複数の設備の故障・準備遅延情報を踏まえて、優先的に早期復旧・
準備を目指す設備の検討を実施できることを確認する

ねらい② 他号炉の資機材流⽤による早期復旧の指⽰
他号機の資機材流用によるリスクを認識し、⾃号機・他号機双⽅への影響を踏まえた検討を実施できることを確認する。

判断分岐の検証項目

判断分岐の検証項目（ねらい）

3号機において、代替炉心注水手段の判断にあたり、次の2点のねらいを設定

ねらい① ＳＥ２４の該当判断要否を検討
ＥＡＬ判断に用いるパラメータが喪失した場合に、ＥＡＬ該当要否を検討できることを確認する。

ねらい② 可搬型計測器による再計測の指⽰
計器故障前のプラント状況、ＳＧ水位の推測に活用できるパラメータ（補助給水流量・主蒸気流量等）から、
誤計測の可能性を認識し、パラメータの再測定を指示できることを確認する。

ねらい③ 現場実動訓練との連携により狭域⽔位の正しいパラメータを、対策本部に付与
プラントコンピューターによるパラメータの確認ができない状況で、現場から⼝頭手段（電話）により、パラメータを適切に
入手し、対策本部での監視・判断に用いることができることを確認する。

ねらい④ 大規模事象発生時の手順による代替計測を指⽰
事故収束対応（ＳＧ除熱機能の維持）、ＥＡＬ判断に用いるパラメータを喪失した時点で、シビアアクシデント対応
手順にない手順による代替計測の実施を判断できることを確認する。

ねらい⑤ １次冷却系のフィードアンド ブリードによる炉⼼冷却への移⾏判断基準を検討し、設定
炉心冷却手段の移⾏判断に用いるパラメータ（ＳＧ広域水位）を喪失している状態で、残されたパラメータから、ＳＧ
除熱機能の喪失を判断する⽅法を検討し、１次冷却系のフィードアンドブリードによる炉心冷却への移⾏判断基準を
設定できることを確認する。

4号機において、SG水位計(広域、狭域)の故障に、次の５点のねらいを設定
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判断分岐の検証方法および検証結果

判断分岐の検証方法

社内訓練評価者の評価チェックシートに、判断分岐に関する評価項目を追加し、判断分岐の各ポイントにおけるユニッ
ト指揮者およびユニット指揮者補佐の活動を評価した。

訓練評価チェックシート（例）

判断分岐の
ポイントに

評価項目を
追加

判断分岐の
ポイントに

評価項目を
追加

検証結果

ユニット指揮者がねらい通りの活動を実施できたことを確認した。（詳細は次ページ以降参照）
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【結論】
訓練評価シート等に基づき、確認した結果、適切な対応を実施できていたと評価する。

判断分岐の検証結果（詳細）

【3号機】
① 恒設代替低圧注水ポンプの早期復旧検討を指示
② 他号炉の資機材流用による早期復旧の指示

訓練評価シート等に基づく対応実績の確認

検証ポイント①
炉心注水のラインナップに要する時間や輻輳する複数の設備の故障・準備

遅延情報を踏まえて、優先的に早期復旧・準備を目指す設備の検討を実施
できるか。

検証ポイント②
他号機の資機材流用によるリスクを認識し、⾃号機・他号機双⽅への影響

を踏まえた検討を実施できるか。

評価
結果

点数 確認内容

４

全ての代替炉心注水手段が、故障・準備遅延により炉
心損傷までに炉注開始できないことが明らかになった時
点で、各炉心注水手段の情報を踏まえて、優先的に早
期復旧・準備を目指すべき設備の検討・指示を実施し
たことを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４

4号機の恒設代替低圧注水ポンプからの資機材流用に
より、恒設代替ポンプの早期復旧が可能であることが明
らかになった時点で、他号機の資機材流用によるリスク
を認識し、4号機ユニット指揮者と⾃号機・他号機双⽅
への影響を踏まえた検討・調整を実施したことを確認し
た。

気づき 特になし

評価結果︓良 課題︓無

＜評価点数について＞
実施できていた（4）、概ね実施できていた（3）、
一部不足があった（2）、実施できていなかった（1）
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判断分岐の検証結果（詳細）

評価結果︓良 課題︓無

＜評価点数について＞
実施できていた（4）、概ね実施できていた（3）、
一部不足があった（2）、実施できていなかった（1）

【４号機】
① ＳＥ２４の該当判断要否を検討
② 可搬型計測器による再計測の指示
③ 現場実動訓練との連携により狭域水位の正しいパラメータを、対策本部に付与

訓練評価シート等に基づく対応実績の確認

検証ポイント③
ＥＡＬ判断に用いるパラメータが喪失した場合に、ＥＡＬ該当要否を検討

できるか。

検証ポイント④
計器故障前のプラント状況、ＳＧ水位の推測に活用できるパラメータ（補

助給水流量・主蒸気流量等）から、誤計測の可能性を認識し、パラメータの
再測定を指示できるか。

検証ポイント⑤
プラントコンピューターによるパラメータの確認ができない状況で、現場から⼝

頭手段（電話）により、パラメータを適切に入手し、対策本部での監視・判
断に用いることができるか。

評価
結果

点数 確認内容

４

13:50のSG水位計指示値ダウンの情報付与を受けて、
SE24に該当するか否かを検討し、検討の結果、SE24
に該当しないと判断したことを確認した。
また、15:45の可搬型計測器による格納容器PENでの
SG狭域水位の指示値ダウンの情報付与を受けて、
SE24に該当するか否かを検討した結果、SE24に該当
すると判断したことを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４
可搬型計測器によるSG狭域水位計測結果の情報付
与を受けて、付与された値が妥当であるかどうかを検討
した結果、誤計測の可能性を認識し、再計測の指示し
たことを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４ ＥＡＬ該当要否判断や発電室へのパラメータ情報の
提供していたことを確認した。

気づき 特になし

【結論】
訓練評価シート等に基づき、確認した結果、適切な対応を実施できていたと評価する。
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判断分岐の検証結果（詳細）

評価結果︓良 課題︓無

４号機
④ ⼤規模事象発生時の手順による代替計測を指示
⑤ １次冷却系のフィードアンド ブリードによる炉心冷却への移⾏判断基準を検討し、設定

訓練評価シート等に基づく対応実績の確認

検証ポイント⑥
事故収束対応（ＳＧ除熱機能の維持）、ＥＡＬ判断に用いるパラメータ

を喪失した時点で、シビアアクシデント対応手順にない手順による代替計測の
実施を判断できるか。

検証ポイント⑦
炉心冷却手段の移⾏判断に用いるパラメータ（ＳＧ広域水位）を喪失し

ている状態で、残されたパラメータから、ＳＧ除熱機能の喪失を判断する⽅法
を検討し、１次冷却系のフィードアンドブリードによる炉心冷却への移⾏判断
基準を設定できるか。

評価
結果

点数 確認内容

４
13:50のSG水位計指示値ダウンの情報付与を受けて、
SE24に該当するか否かを検討し、検討の結果、SE24
に該当しないと判断したを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４
SGによる給水が喪失する可能性を把握し、SG水位の
パラメータが喪失している状態で、炉心冷却手段を１
次系のフィードアンドブリードに移⾏するための判断基準
をブリーフィングにおいて説明したことを確認した。

気づき 特になし

【結論】
訓練評価シート等に基づき、確認した結果、適切な対応を実施できていたと評価する。

＜評価点数について＞
実施できていた（4）、概ね実施できていた（3）、
一部不足があった（2）、実施できていなかった（1）
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要素訓練（通報連絡訓練）の概要
（２０２０年度大飯発電所原子力防災訓練における訓練課題）

大飯発電所において通報・報告に関する課題が毎年度抽出されており、関西電力としては、過年
度訓練における問題を解消するだけでなく、通報・報告のあるべき姿を達成するために必要な要素
を分析し、分析から洗い出された潜在的な問題に対し対策を講じることで、通報・報告に関する網
羅的・根本的な改善を図ることが急務である。

上記の訓練課題に対し、通報・報告のあるべき姿を達成するための要素を分析した結果、６つの潜在
的な問題を抽出した。これら潜在的な問題に対する対策を講じるとともに、対策の効果を検証するための
マルファンクションを付与した要素訓練（通報連絡訓練）を実施し、班員のふるまいを検証した。
検証の結果、マルファンクションの付与により潜在的な問題が顕在化した場面でも、班員は適切な対応

をとれていることを確認した。

潜在的な問題の抽出と対策の検討

通報・報告の「あるべき姿」の達成に向けた対応について ２ ６～

対策の効果の検証項目

６つの潜在的な問題に対する検証項目の設定 ７

対策の効果の検証方法・結果

要素訓練で付与するマルファンクションを設定 ８

対策の効果の検証結果（詳細）

訓練評価シート等に基づく対応実績の確認 11９ ～

昨年度
報告書
の再掲
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【Step1】の説明
通報・報告のあるべき姿を達成するために必要な要素について、次に示す①〜③の観点で分割し、整理する。

観点①︓時系列・・・ 「通報実施段階」 と「通報後の確認段階」
観点②︓リソース・・・ 「ヒト(班員の対応)」と「モノ(システム・設備)」

＋
観点③︓リカバリ・・・ 「観点①または②においてエラーがあった場合の代替措置」（⇔「通常の対応」）

【Step2】【Step3】の説明
Step1で整理された要素について、過年度の訓練で問題として抽出され、対策の有効性が検証されているものを対象外とする。
なお、Step3の2020年度の訓練で抽出された問題については、有効性の検証が完了していないため、一旦、潜在的な問題として整理する。

通報・報告の「あるべき姿」の達成に向けた対応について
１．はじめに
⼤飯発電所の中期計画において、通報・報告のあるべき姿を「迅速かつ正確な通報連絡が実施できる」としている。
ここで、近年においては、防災訓練で発生した通報・報告に関する問題について対策を検討・実施した上で、翌年の訓練で

検証する、というプロセスに重点を置いていたが、これにより、前年度に発生した問題は再発していないものの、翌年度に新たな
別の問題が⾒つかる、という事象が継続しており、あるべき姿に近づけていないという実態があった。
今回、この点について反省し、あるべき姿を達成するために必要となる要素を網羅的に整理し(MECE手法＊を念頭に) 、

過去には発生していないものの将来発生しうる問題（潜在的な問題）に対しても、それぞれ対策を検討することとする。
（＊事象を、互いに排反かつ重複しない集合に分割し、モレなく、ダブりなく、分析する手法）

２．潜在的な問題の抽出と対策検討のフロー
以下の流れで要素整理やスクリーニングを⾏い、潜在的な問題を抽出し、対策を検討した。（詳細は別紙参照）

防災訓練において
対策の有効性が
検証されているか

【Step2’】

Yes
No

対象外

※

【Step3’】
2020年度訓練で抽出した
問題は有効性の検証が完了
していないため、一旦、潜在的
な問題として整理する。

※

過年度の訓練で
問題が抽出されて

いない要素

2018,2019年度訓練
で抽出された問題
（例︓通報システムの

回線接続エラー）

通報・報告のあるべき姿
を構成する要素を整理

観点①：時系列
観点②：リソース
観点③：リカバリ

2020年度の訓練でも
問題が抽出されて

いない要素

2020年度訓練
で発生した問題
⇒対策を検討し

2021年度訓練
で検証予定

（スライドP8参照）

【Step1】
【Step2】 【Step3】
過年度の訓練で、
問題点として抽出
されているか︖

No

Yes

2020年度の訓練で、
問題点として抽出
されているか︖

No
Yes

【Step4】
対策が必要か︖（対応が⼗分に定着している要素
や2020年度訓練問題に対して⼗分に対策検討
されている要素（p8参照）等を対象外とする。）

対策要と判断した
潜在的な問題要素
（6個）と対策案を
次ページに⽰す。

潜在的な問題
となる要素

(20個の要素)
対象外
（14個)

Yes

No

２０２０年度⼤飯発電所原⼦⼒防災訓練報告書より再掲
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通報・報告の「あるべき姿」の達成に向けた対応について

３．潜在的な問題に対する対策の検討
２．の結果、潜在的な問題となる要素を２０個抽出した。そのうち、下表①〜⑥の６個の要素に対して、対策が必要と判

断した。（各問題要素のイメージを次ページに示す。）

No 潜在的な
問題要素

想定される事象
（下線︓潜在的な問題）

対策の⽅向性
（下線︓今後実施する予定の対策）

①
社内の通報サー
バーのエラーに対
するリカバリ

・社内の通報サーバーが故障し、通報システムからの通報に
失敗した後、通報システムによる再送信を試み、通報に失敗
する。

・通報に失敗した場合は、同一のシステムによる再送信を試みることなく、代替手
段による発信に移⾏する対応をマニュアルに定める。（2019年度訓練問題（通
報システムエラー）に対する対策と同様）

②
社外の受領端
末のエラーに対
するリカバリ

・何らかの原因により、ERCプラント班のFAXが恒常的に受
信できない状態を検知した後、代替手段である一⻫FAXによ
る通報にも失敗する。以降、別の手段にトライすることなく、通
報システム・一⻫FAXによる通報を繰り返した結果、通報に失
敗する。

・通報に失敗した場合は、受領側と調整して通報が⾏えるようマニュアルを改良す
る。

③ 通報内容の誤り
に対するリカバリ

通報票の内容誤りを認知した際に、訂正報の送り方が分から
ず、誤りを訂正できなかった結果、通報に失敗する。

・「通報票」の訂正の⽅法は、2019年度訓練問題に対する対策として、マニュア
ルに追加している。マニュアルに従い、訂正報を送れることを訓練等で検証する。

④
受領確認手段
（電話）のエ
ラーに対するリカ
バリ

・ERCプラント班の電話が故障した際に、受領確認を実施で
きず、通報失敗となる。

・通話連絡の代替手段については、既にマニュアルに記載しているが、適切に通話
連絡の代替手段に移⾏できるかについては検証していないため、マニュアルに従い、
適切に代替手段に移⾏できることを、訓練等で検証する。

⑤ 確認の未着手
に対するリカバリ

・通報を実施した後、電話による受領確認に着手せず、通報
失敗となる。

・対策本部内の通報リスト（ホワイトボード）に、電話によるERC受領時刻の確
認結果を記載する運用とし、仮に確認者が確認に着手できなかったとしても、別
の通報要員が認知できるようにする。（2020年度訓練問題に対する対策と同
様の対策。）

⑥
連絡先の選択
誤りに対するリカ
バリ

・受領確認の際に誤った連絡先に電話し、確認に失敗した結
果、通報失敗となる。

・受領確認の際の確認内容（⼀報ずつ、ERCプラント班の受領時刻を確認す
る）をマニュアルに定めることにより、誤った番号に電話した際は、会話の中で、
連絡先が誤っていることを認知できるようにする。
・なお、受領確認の際の電話連絡先はマニュアルに記載済であり、認知できれば、
適切な連絡先に連絡することが可能である。

再掲
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通報・報告の「あるべき姿」の達成に向けた対応について

３．潜在的な問題に対する対策の検討
対策が必要と判断した６つの要素の問題発生箇所のイメージを示す。

受領側端末（FAX）
・ERCプラント班等

発
電
所

通報原稿

受領確認者

②社外の受領端末の
エラーに対するリカバリ

③通報内容の誤り
に対するリカバリ

④受領確認手段（電話）
のエラーに対するリカバリ

原災法通報結果一覧表

2020年10月19日 15時08分 Page: 1

796 FAX 14:47 OFC（大飯） 社内（三役） 24001 01 大飯ＯＦＣ事業者対策本部（五味Ｍ） FAX送信済 1 0 770773 932 1回
796 FAX 14:48 テスト テスト 99999 99 大飯訓練［緊急時対策所］ FAX送信済 1 0 770774 022 1回
796 FAX 14:48 テスト テスト 99000 64 【Ｒ２年訓練】事業本部緊対室（田中Ｍ） FAX送信済 1 0 770323 890 1回
796 FAX 14:48 本店 社内（業務計画記載箇所） 01002 01 本店対策本部（中之島） FAX送信済 1 0 664466 480 1回

796 FAX 14:49 原子力規制委員会 １０条法定箇所 10001 10 規制庁ＥＲＣプラント班① 話中 1 0 335609 717 2回
796 TEL 14:48 テスト テスト 99000 64 【Ｒ２年訓練】事業本部緊対室（田中Ｍ） ＯＫ 1 0 801953 0789 1回
796 TEL 14:48 本店 社内（業務計画記載箇所） 01002 01 本店対策本部（中之島） ＯＫ 1 0 664431 824 1回
796 TEL 14:48 OFC（大飯） 社内（三役） 24001 01 大飯ＯＦＣ事業者対策本部（五味Ｍ） ＯＫ 1 0 805789 6635 1回

796 TEL 14:48 テスト テスト 99000 68 【Ｒ２年訓練】東京支社　佐藤Ｍ　ＥＲＣ ＯＫ 1 0 907364 6026 1回
796 TEL 14:49 テスト テスト 99000 69 【Ｒ２年訓練】東京支社　大田Ｍ　ＥＲＣ 入力エラー 1 0 806190 2472 2回

796 ﾒｰﾙ 14:48 原子力事業本部 社内（その他） 02109 93 Ｍ９５（大飯）送信メール 送信済み 1 o hi-tuu hou-j yusin@ kepco. co.j 1回

呼出指示日時 2020年 10月16日  14時48分 16秒  (大飯発電所) [社内訓練起動]

グループ番号 796 

FAX送信原稿

内 容

音声ﾒｯｾ ｰｼﾞ

終 了 日  時

結 果

有り

訓練

34 : 大飯発電所４号機で
13 : 原子力災害対策特別措置第１５条に該当する事象が発生しました。それに関するＦＡ

2020年10月16日  14時 50分 14秒

【ＦＡＸ】

送信件数 5件

正常件数

ＮＧ件数

4件

1件

＜発信結果メッセージ説明＞

ＯＫ : 伝達された 

本人不在 : 本人以外が受信した (※) 

不在 : 受信されなかった (※) 

入力エラー: 受信者の受信操作ミス (※) 

話中 : 話中で受信されなかった (※) 

※ : メッセージ伝達されていない

指 示 端 末 ２６

【電話】

発信件数 5件

正常件数

ＮＧ件数

4件

1件

【メール】

送信件数 1件

送信済件数 1件

Ｆネット送信 無し

FAX送信済 : 正常にＦＡＸ送信された

FAX送信ｴﾗｰ: 用紙切れなどによりＦＡＸ送信に失敗した

大飯第０７報

グループ番号 種別 時刻 所属名 ランク 発信先No 発信先名称 発信結果 連絡先番号 発信先番号 発信回数

原子力規制委員会への肉声連絡

TEL:03-5114-2110

チェック

内閣総理大臣への肉声連絡

TEL:03-5114-2110

チェック

原災法
通報結果一覧表

確
認

受
領
時
刻
を
確
認

受
領
時
刻
を
回
答

対策本部内の通報リスト

確認結果を
記
入

受領側対応者

社内通報
サーバー
・本店（若狭）
・本店（中之島）

端末操作者

通報端末

⑤確認の未着手
に対するリカバリ

⑥連絡先の選択誤り
に対するリカバリ

通報先グループを選択通報票を作成

Group01
Group02
・・・ ・・・

ERCﾌﾟﾗﾝﾄ班
・・・

通報票

通報票

受信
結果

受信
結果

通報端末
から出力

①社内通報サーバーの
エラーに対するリカバリ社

内
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
）

社

外

通報実施段階 通報後の確認段階

︓通信 ︓⼝頭連絡

通報票

自動出力

送信

判断時刻 ﾕﾆｯﾄ 通報内容 NRA受領時刻

１３：ＸＸ ３ｕ ＳＥ２５ １３：ＸＸ

・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・

・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・

・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・

受診結果受領

再掲
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通報・報告の「あるべき姿」の達成に向けた対応について

（参考）
潜在的な問題要素として抽出されたが、対策不要と判断した１４要素の問題発生箇所のイメージを示す。

受領側端末（FAX）
・ERCプラント班等

発
電
所

通報原稿

受領確認者

原災法通報結果一覧表

2020年10月19日 15時08分 Page: 1

796 FAX 14:47 OFC（大飯） 社内（三役） 24001 01 大飯ＯＦＣ事業者対策本部（五味Ｍ） FAX送信済 1 0 770773 932 1回
796 FAX 14:48 テスト テスト 99999 99 大飯訓練［緊急時対策所］ FAX送信済 1 0 770774 022 1回
796 FAX 14:48 テスト テスト 99000 64 【Ｒ２年訓練】事業本部緊対室（田中Ｍ） FAX送信済 1 0 770323 890 1回
796 FAX 14:48 本店 社内（業務計画記載箇所） 01002 01 本店対策本部（中之島） FAX送信済 1 0 664466 480 1回

796 FAX 14:49 原子力規制委員会 １０条法定箇所 10001 10 規制庁ＥＲＣプラント班① 話中 1 0 335609 717 2回
796 TEL 14:48 テスト テスト 99000 64 【Ｒ２年訓練】事業本部緊対室（田中Ｍ） ＯＫ 1 0 801953 0789 1回
796 TEL 14:48 本店 社内（業務計画記載箇所） 01002 01 本店対策本部（中之島） ＯＫ 1 0 664431 824 1回
796 TEL 14:48 OFC（大飯） 社内（三役） 24001 01 大飯ＯＦＣ事業者対策本部（五味Ｍ） ＯＫ 1 0 805789 6635 1回

796 TEL 14:48 テスト テスト 99000 68 【Ｒ２年訓練】東京支社　佐藤Ｍ　ＥＲＣ ＯＫ 1 0 907364 6026 1回
796 TEL 14:49 テスト テスト 99000 69 【Ｒ２年訓練】東京支社　大田Ｍ　ＥＲＣ 入力エラー 1 0 806190 2472 2回

796 ﾒｰﾙ 14:48 原子力事業本部 社内（その他） 02109 93 Ｍ９５（大飯）送信メール 送信済み 1 o hi-tuu hou-j yusin@ kepco. co.j 1回

呼出指示日時 2020年 10月16日  14時48分 16秒  (大飯発電所) [社内訓練起動]

グループ番号 796 

FAX送信原稿

内 容

音声ﾒｯｾ ｰｼﾞ

終 了 日  時

結 果

有り

訓練

34 : 大飯発電所４号機で
13 : 原子力災害対策特別措置第１５条に該当する事象が発生しました。それに関するＦＡ

2020年10月16日  14時 50分 14秒

【ＦＡＸ】

送信件数 5件

正常件数

ＮＧ件数

4件

1件

＜発信結果メッセージ説明＞

ＯＫ : 伝達された 

本人不在 : 本人以外が受信した (※) 

不在 : 受信されなかった (※) 

入力エラー: 受信者の受信操作ミス (※) 

話中 : 話中で受信されなかった (※) 

※ : メッセージ伝達されていない

指 示 端 末 ２６

【電話】

発信件数 5件

正常件数

ＮＧ件数

4件

1件

【メール】

送信件数 1件

送信済件数 1件

Ｆネット送信 無し

FAX送信済 : 正常にＦＡＸ送信された

FAX送信ｴﾗｰ: 用紙切れなどによりＦＡＸ送信に失敗した

大飯第０７報

グループ番号 種別 時刻 所属名 ランク 発信先No 発信先名称 発信結果 連絡先番号 発信先番号 発信回数

原子力規制委員会への肉声連絡

TEL:03-5114-2110

チェック

内閣総理大臣への肉声連絡

TEL:03-5114-2110

チェック

原災法
通報結果一覧表

確
認

受
領
時
刻
を
確
認

受
領
時
刻
を
回
答

対策本部内の通報リスト

確
認
結
果
を
記
入

受領側対応者

社内通報
サーバー
・本店（若狭）
・本店（中之島）

端末操作者

通報端末

受領確認手段の健全性
（理由(3)）

通報先グループを選択通報票を作成

Group01
Group02
・・・ ・・・

ERCﾌﾟﾗﾝﾄ班
・・・

通報票

通報票

受信
結果

受信
結果

通報端末
から出力

社

内
（
Ｅ
Ｒ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
班
）

社

外

通報実施段階 通報後の確認段階

︓通信 ︓⼝頭連絡

通報票

自動出力

送信

判断時刻 ﾕﾆｯﾄ 通報内容 NRA受領時刻

１３：ＸＸ ３ｕ ＳＥ２５ １３：ＸＸ

・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・

・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・

・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・・・・・・

受診結果受領

通報手段の選択ミス
（理由(1)）

通報先の選択ミス（理由(1))
通報先事前設定誤りに対するリカバリ（理由(4)）
通報先選択誤りに対するリカバリ（理由(4)）

確認の未着手
（理由(1)）

確認手段の選択ミス
とリカバリ（理由(2)）

連絡先の選択ミス
（理由(1)）

確認内容の選択ミス
とリカバリ（理由(2)）

確認の時間遅れ
（理由(2)）
不適切な再確認
とリカバリ
（理由(2)）

対策不要とした理由の凡例
理由(1) ⼗分に定着している。
理由(2) 2020年度訓練問題に対する

対策が⼗分に検討されている。
理由(3) 訓練等で健全性を確認している。
理由(4) 訓練特有の事項である。

再掲
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通報・報告の「あるべき姿」の達成に向けた対応について

４．今後の対応
ここまでの検討で抽出した対策を踏まえた、通報に特化した要素訓練を実施し、対応の習熟を図る。
また、このような、「訓練実績を踏まえた網羅的な分析による潜在的な問題要素の抽出」 → 「対策の検討」 → 「通報要

素訓練による習熟」のサイクルを実施することを⼤飯発電所の中期計画に追加し、継続的な改善を図る。
なお、これまでの検討は、本店（若狭）および⼤飯発電所にて実施してきたことから、今後は他プラントを交えた分析・検

討を実施し、問題と対策のサイト間共有を図る。

⼤飯発電所中期計画における重点事項（赤字︓追加項目）

再掲
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【発電所】

①社内の通報サーバーのエラーに対するリカバリができることの確認
通報に失敗した場合は、同一のシステムによる再送信を試みることなく、代替手段による発信に移⾏する対応を
できることを確認

②社外の受領端末のエラーに対するリカバリができることの確認
通報に失敗した場合は、受領側と調整して通報ができることを確認

③通報内容の誤りに対するリカバリができることの確認
「通報票」の訂正の⽅法を通報運用マニュアルに従い、訂正報を送れることを確認

④受領確認手段（電話）のエラーに対するリカバリができることの確認
通話連絡（電話）に失敗した場合、通報運用マニュアルに従い、適切に代替手段に移⾏できることを確認

⑤確認の未着手に対するリカバリができることの確認
対策本部内の通報リスト（ホワイトボード）に、電話によるERC受領時刻の確認結果を記載する運用とし、
確認者が確認に着手できなかった場合、別の通報要員が認知できることを確認

⑥連絡先の選択誤りに対するリカバリができることの確認
受領確認の際の確認の際、誤った番号に電話した際は、会話の中で、連絡先が誤っていることを認知できることを
確認

対策の効果の検証項目

要素訓練における検証項目
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対策の効果の検証方法および検証結果

要素訓練におけるマルファンクションの付与⽅法
202１年1０⽉1⽇に本対策を検証するために作成したシナリオ（事象1時間程度、ＥＡＬ8個）に

検証のためのマルファンクションを付与し、通報連絡要素訓練を実施した。

経過
時間 ＥＡＬ判断 マルファンクション内容 期待事項

0:00 訓練開始

0:10 ＳＥ２４判断

(②社外の受領端末のエラーに対するリカバリができることの確認)
通報票を送信前に、ＦＡＸを通話中とし、代替手段である一⻫FAXに

よる通報も失敗させる。

(⑥連絡先の選択誤りに対するリカバリができることの確認)
電話による受領確認時に、誤った電話番号を付与する。

受領側に状況を確認し、適切な代替手段
で通報を実施できること。

受領確認の会話の中で、誤った連絡先に
電話したことを把握し、正しい電話番号に
再連絡できること。

0:10 ＡＬ２４、ＡＬ２５判断
(⑤確認の未着手に対するリカバリができることの確認)
対策本部内の通報リスト（ホワイトボード）に受領確認実績を記載しな

いことを付与する。

受領確認者以外の通報要員が通報リスト
に実績が記載されていないことに気づき、
フォローできること。

0:30 ＧＥ２１、ＳＥ２１判断
(③通報内容の誤りに対するリカバリができることの確認)
受領確認の電話を受けた際に、誤記があることを付与する。 適切に訂正報を送れること。

0:30 ＡＬ２１、ＡＬ４２判断
(①社内の通報サーバーのエラーに対するリカバリができることの確認)
通報票を送信前に通信機器故障の付与情報を付与する。

同一のシステムによる再送信を試みることな
く、代替手段による発信に移⾏できること。

0:40 ＳＥ２５判断
(④受領確認手段（電話）のエラーに対するリカバリができることの確認)
受信側の電話を話中とし、電話がつながらないようにする。 代替の電話連絡手段に移⾏できること。

上記、シナリオにて、通報・連絡マニュアル等のツールを使って適切に通報できたことを確認した。
（詳細は次ページ以降参照）
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重点実施項⽬︓①〜⑥

Ｐ︓昨年度訓練検証に基づく改善計画

Ｃ︓２０２１年度要素訓練による
検証

Ａ︓検証を踏まえた改善

Ｄ︓通報マニュアルの整備・教育

対策の効果の検証結果（詳細）

通報・報告実績の確認
検証ポイント①
通報に失敗した場合は、同一のシステムによる再送信を試みることなく、

代替手段による発信に移⾏する対応をできることを確認

検証ポイント②
通報に失敗した場合は、受領側と調整して通報ができることを確認

検証ポイント③
「通報票」の訂正の⽅法を通報・連絡マニュアルに従い、訂正報を送れる

ことを確認

検証ポイント④
通話連絡（電話）に失敗した場合、通報・連絡マニュアルに従い、適

切に代替手段に移⾏できることを確認

検証ポイント⑤
対策本部内の通報リスト（ホワイトボード）に、電話によるERC受領時

刻の確認結果を記載する運用とし、確認者が確認に着手できなかった場
合、別の通報要員が認知できることを確認

検証ポイント⑥
受領確認の際の確認の際、誤った番号に電話した際は、会話の中で、

連絡先が誤っていることを認知できることを確認

Ｄ︓通報・連絡マニュアルに潜在的な問題要素における対策を
明確化し、教育を実施

通報・連絡マニュアル（抜粋）

通報リスト（ホワイトボード）
106



10

The Kansai Electric Power Co., Inc.

Ｐ︓昨年度訓練検証に基づく改善計画

Ａ︓検証を踏まえた改善

Ｄ︓通報マニュアルの整備・教育

【結論】
訓練評価シートに基づき、通報・報告の

対応を確認した結果、適切な対応を実施
できていたと評価する。

対策の効果の検証結果（詳細）

評価結果︓良 課題︓無

Ｃ︓２０２１年度要素訓練による
検証

＜評価点数について＞
実施できていた（4）、概ね実施できていた（3）、
一部不足があった（2）、実施できていなかった（1）

① 社内の通報サーバーのエラーに対するリカバリができることの確認
② 社外の受領端末のエラーに対するリカバリができることの確認
③ 通報内容の誤りに対するリカバリができることの確認

訓練評価シートに基づく対応実績の確認

検証ポイント①
通報に失敗した場合は、同一のシステムによる再送信を試みることなく、代替手段による発信に
移⾏する対応をできるか。

検証ポイント②
通報に失敗した場合は、受領側と調整して通報ができるか。

検証ポイント③
「通報票」の訂正の⽅法を通報運用マニュアルに従い、訂正報を送れることができるか。

評価
結果

点数 確認内容

４ 通報端末を用いた発信を不可とする情報が与えられた状況において、適
切に代替設備（一⻫ＦＡＸ）による通報がされていることを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４
通報実施者は、原災法通報一覧表を確認し、模擬ＦＡＸへの発信状
況が「話中（発信失敗）」であることに気づき、速やかに代替設備（一般
ＦＡＸ）による通報連絡がされていることを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４ コントローラーから指定された誤記箇所について、ルールに基づき、適切に
訂正報を発信されていることを確認した。

気づき 特になし
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Ｐ︓昨年度訓練検証に基づく改善計画

Ａ︓検証を踏まえた改善

Ｄ︓通報マニュアルの整備・教育

【結論】
訓練評価シートに基づき、通報・報告の

対応を確認した結果、適切な対応を実施
できていたと評価する。

対策の効果の検証結果（詳細）

評価結果︓良 課題︓無

Ｃ︓２０２１年度要素訓練による
検証

＜評価点数について＞
実施できていた（4）、概ね実施できていた（3）、
一部不足があった（2）、実施できていなかった（1）

④ 受領確認手段（電話）のエラーに対するリカバリができることの確認
⑤ 確認の未着手に対するリカバリができることの確認
⑥ 連絡先の選択誤りに対するリカバリができることの確認

訓練評価シートに基づく対応実績の確認

検証ポイント④
通話連絡（電話）に失敗した場合、通報運用マニュアルに従い、適切に代替手段に移⾏でき
るか。

検証ポイント⑤
通話連絡（電話）に失敗した場合、通報運用マニュアルに従い、適切に代替手段に移⾏でき
るか。

検証ポイント⑥
受領確認の際の確認の際、誤った番号に電話した際は、会話の中で、連絡先が誤っていることを
認知できるか。

評価
結果

点数 確認内容

４
受領確認の電話が通話中で繋がらない状況において、代替設備（衛星
電話）を用いた連絡を試みたが、衛星電話でも繋がらなかったため、最終
的に代替設備（ＩＰ電話）を用いた連絡されていることを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４
受領確認完了から４分後に、情報班⻑が、ＥＡＬ通報管理表に受領
確認の実績が記載されていないことに気づき、受領確認を実施したのか、
受領確認者に確認されていることを確認した。

気づき 特になし

評価
結果

点数 確認内容

４
受領確認を実施する者は、予め事務局から与えられた番号に受領確認の
連絡を実施した際に、誤った連絡先に繋がったことを認識し、番号誤りの際
の代替手段である、ＩＰ電話を用いて連絡されていることを確認した。

気づき 特になし
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